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間同地方の林地主:J哀の )Jtニ関する1fJ!:ヲγ

Ki.khiro lNOUE , Os旦ji IWACd,wA, Keiバo YOSI-ll))A : 

Studics 0)1 th日 Productivì_ty of th巴 Forc;)t Soi1 
in Sh�oku Provinc己

幸喜 ~.;この千世ま， な+Ll\i:涜と[jl戸ベおよびスキ/干~(対する、L の問符+!!íl らノが
にするため尽力行方における JtJúU禁法のj発なっ/:. :? .~:)江川 ILI衣につし、て羽海主主 iJ しにと円分、会 べた

ものマある e
を山域 ('J~ 太、iペネ似IU世立〕代表、~.: L.- 亡ぶ.沼 1'1 ヅ見守 c:;:!)，とお IlIJì)I O)代表としど三jqJ ・担当条地

域~"/Nび型式ら山岳 3 つの焔jて三) ~，(約分し，烈ごくこ.rごとの分 i丸 士n~o)~m性豊lè

林水のJ戊主主につ L 、ピ送検討をなった。

いつこと今市 Fア l立それぞれ特設がおり，ぷ，Ü' 政令校 -e~まノ叉の影響力三fti下心てお
り，旬、Í:~~j :.t:.の王子みられたが. ;Ji総争 úU I[Jí!!Jまでは~ :)く ILUくの入7)旬、なく s 石撲の多い(_ C か

ら， :iL:I~.O)移引がかなりんさいると ~!~ljお、れたひま ffFζ の地域は也<< '[L~ì糸、~h~~亡くりぺで F
Hc !.\'}士意書じっ分布がはるか iとく L.かも之 江7分およJ止しも ω[;iζとらわれれ挽く

で hでし:る ζ とがみとめ

士主窓口〉主イl/ðt"i;: b l!lUJ~!I)去の:官J ì:. 羽りけうえrffF撃があり，物せは泌総・劣り y とくにずそ
のっち久布地法〈再 iY~[Z) がア jミである c 化宇'EU吉本 d.l' [l(j (;UJJ)ぷがJ~ り/.;;.1.;":>でも大;E29 で互

の+.泌は出よちに Fこしく p 険性p{仁が;(主んでいる叫

件、宇;の 1皮ニ土壌との!郊には，いくペかの f)lH!もがみられ?とが，とくに十漆 T1 とのが深く， ス

ト\ ヒ/千とも 1吃長t =L:fti よりは l出i[JJN .:1:左翼，さらに弱;i::~1~; L:L主義がよりよい成長会不したのまたs

A ギについ亡地域I J~i，は擦にH一政がみとめられ，秘的。然nr:t"i;幻土木 U-ì << f:3 条JrIl
域よりす\れ三日では久くく必ぷく:北.JiL .::::::込 く本iUの ß託 [~jがみられp 言語fぷ区とり i吋
|店主民jlLiJが己なお， スギ主主の 11，J i'~';:;] .f�x; :H! 町民総長 jむ絞すると I @i(略。~汚，Ji1地上長ではわ~;お成長忍1
3仏本 11: .よ司会~'J{[~J:r:zでは中海!UU毛恕安永した。

I まえかさ

61 ~'~14.8 

わがの森林ム壌にrWl il ()間交研究は，以後大ょjP8〉丘)フオ林地事?の士J渓 IJ)研究によって，ふI:J~(j)JJく分際

JJ;~毛内定を:ィーしたま lj)えの心主立されてから，伝切なJj1iどよがちたらされたく

すなわ~:) J さの分刻京湾;ま森林'だ拡げこJL: く応用 '0 才)， ~ {}::;:矧!ちながA設で尚子が打、なわれてき止。さら

に次段な民主./j )j立f(t !JZJ ろ、Lからどj究が試みろ才い および潟市在のJ!~!J':

:こ'コ t 、て研究が子"められてきている〈 立六，ぷ)}JjW:W[:~~こむいた十心主主仁ノJi.γ じ三分 lムネjf/仁の成長とも託子

J主!J.関係 lr'>�>j , __L üi~の L淡羽交の結果し夜のふコ，設計(@のよと資料として!ぷくわrJiiJ

さ才L てし、ど〉【、

かしながら》林仁三lど影浮か/え iます品じ命としては，へずしも二二法:'k1'!だけでじ、はく，気校三長 fi と

く{ど I得ぷ笥や，これらに出な変化を守えるよlt!形交イ! などもきわめ℃訟 ~2.t~\，. 虫ずAで;らる。したが

、て， 11bY 十とおいても持?にのよじた討論かなりのちが》、があり宇二[:):;'1のもつミ~体f]lJなをE

1!i;{'ずるには》 ~t{}. ，i&t) 弘税[iEなどの環境条二k渋(川，':!:.{f[' と林々の j災 8'(" っし

とれらの結果から汲WJ IT'Sit生向 )J夜叉習とする凶子、それ11 汁ーる~_j~~ !}.Qプ~ß ，Jj ノ古 υ

キ tこのえ 治革手 7)<êj[j反対会 ν〉可tごえした，、地 +~t~~lのよj三二むに認1 る{ノヰヲ(持活(/シ +Wーとしと行なった

ものである。

四10年 7 /j 30Fi 受J!f
(1 )(2)('3) 育文jJ~
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本研究は農林水滋技術会議で会!日lÎ され，森林土壌を中心とした自然的な環境諸条件会の解析と総子?によっ

て，適Lr: tn議l:~lヌ分の主主司王引;{L立し，それぞれの~lrj~区ごとの嬰体的な長Iffitl とこれを支配する悶子を潔

lißIX叫に明らかにずる目的のもとに， R日手口 38 年度より 5 か年計n'iïで〉木場士一 l:; う郎長{:プロジェグト

リーダーとし，コt;文1惑を通じて災泌されたものであるつ

した悶悶HI1}fC') 2 つの録墳はの誠査結果について‘とりまとめを行な勺たもので

ある c

研究を進めるにあたり，程々ご指導をいただいた林業試験上身長竹!点秀雄I\~1:, 1'l�] J: じよう係長橋本;与良

博士予 また終始1~-読など助言とご被告主任いただいた元間関支場長渡辺録郎氏，本科iftrのとりまとめに燃し

多大のど助言とどおき撃をいただいた土じようふi~lft科長どff脊久!金J;に浮くお礼安 rcf1しヒげますくl さらに研

究会進める J.'ê常にど功)J'をいただいた間悶文j品調イfr京民滋 rn四郎技官，コ乙[!ヨ主主f~二とじよう研究滋I<t，

羽九州支j部見交7Ë長下野鼠 正渋々おならびに J半分，u~J遊の一郊にど協力いただi，、 t: 四国交場平常研究1{Ë佐

竹和夫技'[三に)0 く感設!の怠を表しますれ

また現地翻 j\t iとあたり争多にのど便宜とど援泌をいただいた須崎，議JiI，刊条の各'fft"材、i巴愛媛県伊予

主良県事務所， ~Lrノネ;林業K. K.，清水戸官業K. K。の関係各伎の方々に心よりお礼を中しj げますり

百 調査地域の選定

調 ft丸htlz(立，間出;与の\'i0)出環境諸条件を解析し、その1'(1から潔墳の呉なる代 JミrYj な 2 地域ZEi選定する

とととし 7て〈

問!日j地ガの地T:t~ふ尚南F1太そ 2 分ずる r[:1 '9.';構造線が，犯:~>r;:，i~ rhより伎 fU11I1]11とかげでほぼ京iHiに~4二り，と

れ I~ ëてよって [1十山と外ι!? に二人~:j} 1.1されている。 I仔土中央構造紙の北側iζ沿って rjl!H\ 紀の和泉綴1;]' がや!?

;[)Uと広がり， 甄j -tj~ T!J-f、j丸，には 111 吟代に!件r る 11::践校，および守I3 紀の安 ILI:\-i- 01:1:1占

ネD 地zEf がある、外格 l土中央構波紋;と沿「て階へふーィ皮JII:iiL 秩父主i九四JJi-:i!l:C))I!問、に，仰向r!i4~，仏像(i)IJj)

柊 j主総を墳として ::I~iKにう)布 l ノてし h る。

とのよう ;ま，最も して，潟:ltfこ (.jj って市住総，

rþl主 rrl1 1 ~X~: 3 *L:~ の)ií]Ü f: (cj:fi レい地!けが終然と l叱列!_;ているが含とのような地質系統のちがいは地形の発j主

にも :-fr:~t}Qな関係がみられる n すなわち， I-.-f:-! -�Q !¥r; 0)結 t!?l 件、符を戸:数とするが74?は起伏， "11%1会:ともにおく?日じ|

と太平河側 iと 2 分ずる千手法山IllR を形成している。淑r.; 内 fPiの和泉r~r(f~そ汗~t!il' と下る i也11;F

ではご向}支を減じ，単純な ilj)]fr止を形成いその北Inl]の火成!たからなゐ前1I丘陵地に4をしている。

方，太平i';':IW]ではm程 rLJllii\から南へしだいに i'r}j" J:支を{f:\ F" じてい<: :lß， その低下の仕方 i土地質構造と関係が

あり， 1;皆[&4犬に不i主総 lと変化している。また~ Jit反i萩[-{'i郎i口;

対 1しいノ川， l商笥?郊1沼jで lは土 i比むf牧交灯や的甘J起早引{伏丈がノイ小]ド\さ く問1桁好可庁A がカか、〉色な:り") }巡，fl九1;，/'λ;./1だご封地jl;形伝ヰを<:不ド d ζζ: とがル認苦められている 5恥ヘ1」G 

ヰJrll)Tの気候もまた地形とや，'j_主 rJ_関連がみられ，ずJ'z:iIIJj訴を1'11心とした板戸内 {W! と大、v洋側では大きな

ちがし、がある。年降ノトぇ議 LJ:，術Jイ内側では南iÞ らの ìKilil到な ;ili~が7下努(，L1 lvR.-でさえぎられるためきわめてノJJは

く，ほほし 5COmm r.( ドのところが多し凡大、iノ洋 IJ11]O) 2, OOOmm 以 1"" とくに東部のfXJ~~夜、縦地 Hの 4 ， 000

111m, rEi郊の筏)11地方の 3 ， OOOrnm と地べて対照的である。気温l丸太苧ìfj\lìJで LtJゑ織の影響を)(げて瀬

戸内 ~llj よわは a設に混緩であるが，五!交がJ私立;より綾 jff; 2, OOOm 近くまでわたっているので，的変による

ちがいが大さい。宮的18)は林業的 UI場から問1J;]j十 kJ.ïの気俊区分を'{j"ない， 1) i阻暖区 Gítqム l@î200m 以下F



マ 63 ールVf5E 二L. }Iい古川〕jl干し: J;!J， )j(/) 村 tl!;， :LJ;返りん Jï主力!と i認す

下河口< (ず十 200"-) ， 000111 ， 壬;''i''):;人し 10'-~170C，年次1.7"C 以トヲノ沿ユ 2)、;ι 日 1

Ciii} t!i. 仇1，OOOm Y:!'J九年平均会 11"CrJ、 ') 、 ，-;'-‘、ィぷ
J, ζí) ヌミ!と ;μ主主 2、 OOOmm .\;), ! ，一円、1 ~ヴ1.， 500rnul

400m ]:\1<'，‘i〆];';cC 以 J ， i: 降水 u:: 1 ， 500mm 以下の瀬戸内の1;')~ 4) 

4 主に[>{ :í )ι してし、。

じている， すたィ)ち，段じくもお<:r.び(-j:rιβ ノ

、ごの去、L定i.xう土ノイタ舵子と ι

Hil>(1ζ1>(分注れる地火グえ日、;jiま lまllJg/lム立政仏J閉ざぐぞ:~IJィ、〈了p 会ド"

タヴブJ ンノミ jJ: ど {D j}立抱ミ:~ (� ，;ご冷阪のし 700m FzJ にはシラ九;:;n'i:J/劦L:�;j}Aj L , 500m 1ヨ

?とノミみられる r

，j~ ぴι:むた)11 ク〉人 I 三 'i ;f仁 ~'ll~ ~土主総。， 1 ，' , ヒ/ノ/)"0) ス午、，ロコ J うな主t~.St:ノノi りソ '1 1 1ζrち〆...... ~ 

さとうてるのにしム乃花地
、

y 

件、
/、仁、1，\日 ζ11:: < 

くから!とじられている如、υ"当ぇ~ ::)に i l山ふ守 IL[J主と 9 大、[乙 y司令仰の

灼九;ιかられI!E[約七、心メ;子ペÎ;，， 't こ q 持タミ3コとして、li2のよう

すy、u 、 1 じ， I て
伊門 会、:) うつおは，"ぐわ;十むれ<)川どま3ヌの 3 J[jJ，域

1 [Jrた却の ii:' 下十一!__j てれと)\}1. '~1:二太平洋代以I弘/ t._çυ、 r. 1台本来スド宇

ー託、 j1I JjJ，J;主ヘ f(した。ど刊をよむのこ勺いては nとるがg公 1[，どして木

主ノド 1I1~立るで，、は-)(、ドj、可:心多;干j誌がiれこが:~ 'l,/') d 
f 

tなミとl I1泊ぷし，凶で抗:λ仏l幻d、，:.r. ú:5~ L.，ギ吉止を‘はさんで門およびふた I!-I，ト
引コ日 ι去、見

1 、ヴ、
、ノ J

(.;_、日 γ

ヒノ':';['*分ば従民的 iこにりあつかった。ザヂjポ:土スド分そJパ!体 fíλì(ことり i ブアヲI 作

ヨ~変地域01議議条件m 

須崎ぉ fきlJ!I地域 u司紋111)訟)1
 

1
 

1
 

1
 
lIL L L 

オ似 ftJ!りふれg. 1 

f、?

3 )z{�-iJ)i! Q) 1 つ主う ;'F ノ}ジイイ f' i!llj のやて);)日 ζ 主い

ぐι4 ど沿って!ま(ぎ){Ï;Ji:， tこる。 主すこちI11 であふ[JGIλJ

。日 iil ソ n 流流域は南北山 1，不入止に J1，久河川11I呼の小川流ムがずパ怖いクT本され

か(寸て IllíUWλ 校 1Y;)I! 泌氏，久f-L，:illl!，;;の 3
、少

γ? が 〕ご今 一下、 HU~長会[，4て 2 う与さ i !, 

つの民1\沢 lとう?約 iJJTこっ

長三および主主.l'::i ~ l[!, 1 、 2 ，

斗 ~.-c:; _.1, 
:五、 0:もから iよJ )~j&. r.-i.-.1 ;.l~ JJI くむ J札 I-;，"-~]Sひ，， 300m:1:>ま Lつ♂)!:\J;ご!ム;右主「

\)ラヌどかなりの !y.V~がJ) ら ;)1 、川内;こ;九 7、 5 かiiJîし的?のY交料から土を?年寸)ミ♂

、U"')'h

よぅ，-0 S:f..\]:t.j-5:11<'、 γてみると，久言(ハヨ?ヨ 17匂 5 C (: ;;~.'.H;~~/!j~C ， /~ コ， Table 1 

色位、くなゥている。勾 1;年ノJトでは久> コじのァJいで i立 13 ， 6 むccしたが Iて行[L くな

へ兆三 ]1寸!廷で \".J 3) ∞，~3 ， 500mm を!ハ 9LII 出町村二むの

しろ f丸山;円11]'11 万(3， 800へ 4 ， ooomm) :とつぐ多羽山城であ己〈きらド阪では 2， 7fjOnlHl

2 ， 800mrn でるゐ/!)，~干し .1U?， igv_)

人， -r くるげ

この分ノjくt~~ ペでこ;{.. i.::i乙では少なくなっているものと思われる c ik 

コ Y れは太γ，jl!れら吹き

i公!it(t!l?: iC 予}殺の l司会降ら川?

夕、札J!jlJ三 L: ~ま iま 1，../てし、
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Fig. 1 ~員総・ tiìUi!地域の位鐙I:Z!

Locatiou of SusakioKubokawa ar臼仏

た n別の降水分布についてみると Fig、 2 ~と九られるように、

4 月にわずかなピークが見られるが，だいたいにおいて 6 月お

よぴ 9fHとピーク;;，:もつ 2 1!!if，t;12;J:;しを内陣郊では g"'9fj の

J年]討がとくに多い、

ti\ï jlc引の気{長j文，分によると， この iìll:tえは日と佐]i[li~く (Eos) ìζ属

している。:~/:9 '~!Silffti18) t土地形，市長生を刻 J~未して!JI1Iモl地);を 4

つの気候Ix(ご['iL分し，さらにとれぞ 8 つに illi区分しているのと

Table 1, 

Cl匇atological 

降水量主 Precipitatiou (1952 ,,-j 1966) 

松絃 )I!
Matsuba-

410 

400 

320 

225 

気 ìJJl Temperature (1952j-~1966) 

校業 j 11 

Matsuba四

久
Kur邑

400 

320 

225 

の気候[式分によると p 久礼地区は泌総rZ: C I) Iこ， lUi[ 地区および位、潔)1 [地区は多下医院(11 ，- lIo) V.相当

者i1f生の天然分可討を手日間甜J の報告をもとに減税すると y タブ，ホパノトノキ鮮系に隠し，九

後部iと約 20km予 600m 主ではシイ II'f系に jできするシイ?アラカ、ン，ウラジロガシ J!U:'\がかなり jムし、

面積 lこ分布している。との ifí ;t~は，アラカシ，ウラジロアj、シ， サカキ，イスノキ，ケロパイ

樹で bめられ，針葉樹ではアカマツが侵入しているっ人 C)1，!k林地ifiif立はiむは的少なく，その大部分はヒノ

キである。海岸1O~'40km，海抜 1;.た 500~'1, 200m のところはi品川;悦のモしツ 7引!干系に隠し，モミ，ツ

ガ，サカキ 9 ヒノキ群集が分干fï し， この束手銀の分布範潤 lこはスヰヘ ヒノヰの人工法林地が[主;い。まず- ，泌

抜高1， 200m 以 i二はj品格性のブナ岩手系のブナ，ツガ採集となっている。

I江1. 3 地質，↓'Ltit;および Ui~

本地主主の大部分は九組系の四ブry-+~~iW \，C属し，新1'1:川!の北方から襟原のjじを滋る仏像構造線øJ七の一部の

地域が，二受系の秩父殺に民レている。木地域0) 主体て'ðうる[21J万十認は，仏像i'M;をおおと沿って京ÆIこのひ

る主主 11腐があり，その r誌には木地域OJjぐれを占める須崎胞がある。また~ ;t川 i盟)jから佐f~にか(;)'ては野



Y][!2 .l“お 'J:Iの休地ャ I:J1ii cクモカ lど関する研究()ド上・)I1 .古トf1) 一日

"Wl1ii' '1でし 11 :rlt(~~におけるを/1く ;4 と交じ

dat駘 in Susald 縛 l(uboI(a\va 3.rea 

Fig. :; 

降水分析j' 0;1

DisLribuUon 
of pr己c.i pita的

t lOll., 

ノど jl i fpj731分ィ(l J いくヰJ也は WNW な、、し NEOコ :dゴ司会もコている t ど才らはととしてりえ:;'， "El(-f3_:;' およアJ

ぞれらの主五l透からなぐ)) -_...~<j\ζ 泊、千二 デ~~. トイ-'-~トィ)ずしているお

い也1，%の京;土，長Wjj'_~;I、:んなAf1Hζ71ニる烏Jfi lfr 印止と、 それより L応 1: してイ\人Ll-Ì)鈴が r)f:<t吋差て

南下するドArLI紙，および川、ノ\込 1子 [1 ょっ分かれ鶴絞殺カムら滋 í シを総てi~ri、し} /x f:nl1!ヘ

ム L白羽 lこのびや 〆1 ハニ 2 つの 11収は， YëI刀 i 引 i...Í' ;jitû.J.1$ 8\JI I ヒ )1: ，Jニ松:謀、!: : ~ 

および大門学{HlíOム 'J 、河川のう子どなしているれ り内政ごしたが{六両K1~ぺ民



…問一

キ1 Fag.時 cr開ata.Tsuga 5iめoldiも

AssociaHon. 
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ja�onica AssoCﾍation. 

時 .4bies fiず制a.Ts悦Eα sieboldiι 

Chamaeも?争αγis obttもSα 守 C{eye γu

jαþonica Association. 

叫 _/ibies .fiYJna~ Tsug，α sieboldii 

Casta，悼む争sis cusþidafα 

Assocla tion , 

ちる Casta:弛oþsis c也sþidatα.Que:γζus

日la脱'a.Q脱rcus sαlìd:世a v. 
steno�hylla Associat�n. 

時 Dα争h況 i争hyllum 1、e，js叩~aruû­

El包eowrþus 早ylvesiγis v恥

ellipticus. Ca悦elliα .ia合的l.Íca v. 
hortens,:s Assoc�tion 
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"I、乱ble 2. 須崎. í':í\川 l 地域の1濃淡条件

Environment日 1 featurcs of Susaki. Kubokawa area 

喚問
Item 

1/.5"C 

2 , 800mm 

()r~900m 

ラ72m

い最高は二千;入r.].ドj) L 300m!こ迷してし、る。内攻f_~15では谷の没食がはげしく，↓は;1(11愛で i三大章、↓ j i! j必

J反し J言.壮年;羽以うを去する。 -}J~ ふ 57J分の 1 irl1Jl手!苅の解析による ;11 純情与をHlいてタ

11121) 0)方法により i上三私の I治折[えを υ らべてみると， ftががかなり Jf11'誌谷氏;こ ijとよえしてばらつき 3 出t壮年JvJ

の:1'jJ，ぼうをヱーしていること与をホ吸いているくJ

本t\tJjjJ\;こう士 r市ずる J:tJ主{まノに分が裕林 ~J二であるが， :ILJIIJ出~Jほの…郊のは威主むにはjゑ f!~j::L())分布がみ

られる。 また，不人111 コウヤマヰ体下 iこはポドソルル

以 i ゴ;J: JJ1t#~条約2の祇裂について述べたが，各地ほの殴境問 j少な fJ7 

してゴ冶ble 2!こ不したコこの地区区分により p ゴLJ !l地 IX.i立大 i!il!ま 111悶

判材、~(:，松立rU ， I}îtr5uま森が九 111。防のハ 1111凶有界 lこ，久ネし司f;，[えは格 1. 1. 1 ，

1.<_i，将 1111渓有林およびト、郷 111 にそれぞ:' il~R~宝引也そ選び，調殺を行な，、た。

lJL 2. コド iお a 西条地域(問問中央 d~地〉

m. 2. 1 曽 SL !とL

本tllんxlま Fig. 3 r，こ込られるように問閣のほ i:;:~J央部に 1lL ü~:!: L) '~'f 

主主 I.Lí iïR与をはさんでメοIL;宇部1] と淑戸内側に広がっている。したがって，

フjç:地域の ýhHポ区分;丸太ドベ~IlFi .1こ 2 つに;たさく iメ!Ù し， ('5 

ら i'Cj~i~fプ内 {W];とついては矧主iZL ddiiJillご iX5} L , )::殺:也氏しにぎ~_í， !~ミ

JjdjJ3 新宮地[ぺ(瀬戸内 lW! 十九 H'NíJ，三民地区 (j槙戸内

J也じをとした。

I立 2. 2. 気候および校正l'

ペヘ地域内にある 5 か所の観測所の資料により，気温，降水量まについ

てみ心と Table S の L おりであ 。河口V:�/;:;J 'tf¥ iffit (，ふう出版ーと新宮地

[法ではほとんどj~i.:: はみられず， ，まぼ 14 'C である。しかし"観測y.ifi'の
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降水分布製

Dist工:ibution of predpitation ‘ 

イ17:霞が比較的低海抜高にあるので，海抜高による気温遜減率を考慮に入れると，実際には 11~>HOC の縦

関内;とあるものとノ寸えられる。これに対し三!るでは} 160
(:  iìij後手、記録いている。

つぎに降水量についてみると， }('S}:.洋{日1] と湖戸内側では明らかな約没がみられるのすなわち 9 太Ttiê1nU

(J.)大主主主\J，区の年降水滋は 2， 500mm であるりに対い瀬戸内側の新宮士山|まではし 580ml1lで非常 lこ少な

く p 三j局地IXJ立1， 400mm とさらに少なL 、。また ，}j 別の降水分でÌî (i F刕. 4 1と示すように，瀬戸内 Hlの

-=:Il%) îlf立では 6 )j と 2 月 lとピ{ク援もつ 2 rli裂夜、示し，ぷ平洋{W]øノドI.Li，来設A-'"，では 4 汀 6 乃 9 凡

打:ピークをもっ 3 L!Ji\)で，降雨(7)分布亙:U乙も特欲的な怪いがみられる。

この地域はも814-干がの気J氏分によると p ノ\路地区はゴ生地IX CEog)，辺地区，二三島地区は rì1 11'nJど'lillZ

(Em2) に)認し， また官!li\:P8) の区う:dとよれば， ~三奈土地 l幻まW~冷{丈(l1la) 歩 lør営地|ズは多 iギj !X Cllc) ，二-島i也

氏;ま乾燥Hベ (IV) に相当する。

本主t~:Ií況の杭ij:の叉然分子+îぞ判1 辻1 28 ) の報告を七と lζ して減税すると p 脊梁rLl l]ii\を 41心とする 1.i 1岳部の大部

分が， {1lrì~;:Hイl:fli11生のそしツガィ洋系のそしツプ':/1 ブナ，シキミJ.f}~~j長 lど厳し，との分布続1mではスヰ..'ヒ

ノヰの人工法林地が「にく分布している。海抜高 1 ， 200m 以上では，ブナ鮮系のブナ合ツ 7/群集 lこ抜[ノ、てい

る。また滋戸内仰の 'IIIJI 出IS(ふシイ jj手系のアカマツ p コナラ，アセビ，ヒ vりカキ ~ff築が分布し，この分布

絡郊では人工法令1;)訟の ifji設がj主し大部分はスド，ヒノ 00)):吉林地となっているじ C.. の地域のjヒ郎の海際

よりおよそ 4km 以内，海抜!fJj ，100m 以下の低r..l l -t1;jではγ カマツ君主主長が分布してし、る。と:の~:Hえの分布地

域はアカマツを tとしp その他の~!Jむ;の広葉樹を混じえた天然林がu; く分布し， Jぷ己のその般の Jlli践に[+­

べで人 [1込林地のE司法はよl::Ae~(:rJ狭く，与不本桜1霊も:入、 fi[)分がヒノヰーとアカマツである。

rn ‘ 2. 3. fl1~J反[， l1iVi;'および，..壌

本地域l立三波)i[帝に J高し，コヒjWì は 1 I決構造絡によ

よって秩父議た接しているつ 王圭ll1if:Ð{'

たは石英片 Yfs 凝j火活起がの緑色片;6!.~fJ、である。またこのi;;十の再î1設には?ゴド常 iこ剥時if

性の強い黒色!十討を主体とする総F171片 !ò~J習の清水橋JムtlFがある 5)

本地域はカガ、マシ山，宅設n~~ !-l.!~三傍士山などの iili;Üからなる石鎚111)派と多その北'ß1IJ (ご綴戸内海 !CTI立する

法皇山派の 2 つの東西lこ 11": る IJ1系があり，このあいだを古!Jfll: のとかiiでのる鋭111)[1 が下五u じている。石鎚

í L; HIi(は1. 0∞~~1 ， 300m の遠山をもち， j安線郊にはJL!J討対村üißとアろどとろに残存するが，全般的:こ谷

の ])11析は進んでおり， '~.Il {k盤(j:大きし早壮年期的地ほうを呈している。また， d.lJt支;jqiIli には項目j状緩斜阪

が残されている。法皇rllfifi((む ζ の地域の内では海抜 W~j ~':~( 'Í.fkく， iÜJSl郊では広三斜面の後手Jがみられるが，

北側の斜i百[は断滋廃:i:illJt;の ~，tipそ形成し.，斜面の台、岐ほところも少なくない。
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サ 1 _/lbies fi灯'lUl~Tsuga ヌiçboldíi- l~-<agus crtJï'側Jば .ftlιC1Un1 耐μ:3atum Assodatio丸

善、 2 主 bjes fiυJ持tJi.' γSUl__-;ta sieboldiivFagus cre'h'(lta~ .ll!idunl {lJ1 iSαtU 1t'l AssodaUo�. 
時 Pinus deus�'lOyavQuercHs Sどグ'}'"(ûa 【Pùn日 Ja f;沖nica. Eurva _i(!向mica， ASS(}ci~~tion ， 

叫 Fなnus de'nsijiora Association 

1、}叫1丸 J こ :.j ど〉いしぷ(土 j〈 j日ゾìJ が与ゐるが， dl よ仁川主宗liúHtつは浮仁Jトp 主アムノ/}，

1I殴なよ主守乙(立ポドゾ )v:))~'/J〆lì かんらオしるに

ぶ常時 υ〉ぷI 'lさであるプ人予じく:の対人!子ぞ衣刀、 d る J二'1内ablと 4 の .::F5 三必

。，びベ i くうトょ のi*r! l _Lj~ に d ，!iC~ ノ司1)パでは去二乙P 十三民地区では

お)1: 111 , prj)jI{) I i :Li!ごてすしそととえ b こに ι1内汽~;~_， tì なつにわ

IV ~)話密ならびに実験方法

lV_ 1 野外諭交方法

乳)仏iルぷ介:およ

じ悶l(j俳ブjパ ヰ出!叫 !ト‘:必、

b) 材林、分 問l市l川合究? 

イン t- ~'ン 1) ン な íh'b5 占し山いとしつ町、/ぷ しらス i ノ

(向仁三-1)ル"，て):TJi、 "~-r;: ブ i ;'j' ト!ノ・ カウントした対、不小【j ム!jp l仰向 il'j 筏〆!ノ令 h乱 fわた

()))';'ムド本数多腕内閣 Ilíd迂ノ二 4ノ丘公民ιl 十

ζ) :lLíîffD 生 Yilì寸:ぷ

与ぬで}一引;'右ちろ〉ふも[1.-."，なノドナ保泊!〈なp 〆二し て 16 本号令ノよ:

らんで伐'ifi_] ぞ.~--.てら斗ことこ 4山可巧推定:ナ。 ζ 作タそ い亡 ï.!同沢Uω )/U:!. ご ~J，

よ汁裂し

IVに宍 準内実験方法

乱) J'.!lcよ i川
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採一上 ilJ í'，sj のと壌は[i;jt~ 林野上演&itú 主主 )J'V~-;;H~24) にしたがっ -c 処玉虫をしたが，以 4くの限予lU;: むのについて l土

ア Jレコール?~~fmモ〆?な rった。 ~lj'_'下(九の衣;j~しむ寸べて土1然状態の公火乙対する "(T分本で表わしたり

透水位は J)CFlSlの談 nJ:を片j いてj即応し，透水開始 5 分後および 15 分後に浸水量 (cc!mi引を測定し?そ

の 'i'JこJ(試で表わした。孔隙解析は，的 I1えさせた採ーに[lJ仁料をぷ '~~Vl乙吸収絞にのせて i 滋夜JJ5もとにさせ， JI'T: 

1b2rぶを?と;乏し， と淡31阪を担L 制iこ民介した。

b) イヒ~~f:Ú'、J 性街、

祝Wúj立皮は KAPP日法， pH はガラス筏i5i 辻、， ~~;){~ねま '.['YüRIN ì.l;，全:'k'L~えは K'.J.E LDAHL )ん ， jj;K 1~_; !W:ム j免

容{副主--l?ミミク T.J SCHOLL附則前日 Ú~35)} ì区役十l:rl)九台iJ立問竣アンモニア没 U:~f 波!ずっし E て EDATiLに

ごとり定量 uこ ο りん椴蚊~又係数の定ふ吸収淡として 2.5労りん自主--/)<.オ;アンモン if:れfえを }Tlい，新名19)

の""^法!こより以ふじした 3

c) 1 Óく) 2 次設l;q長?のい，j )i:

ä~*，ヒネキiことに i創設!じ zl<.;;去を加えて釘隣物を分解レ， 80 j 150 メッシ J 心ものル， :325 /-ソシュ以 i、のもの

に分けたり 80'~150 メ iソシ工の約半えはえな11)史を行なった丸 1 次鉱物議日IJHJ ，{J\'Þf とい 325 メッシコ以:、

のものは 2 次鉱物!日jだのためのネ九:熱7H!ï"Hl U\*+ とした ο

V 土壊の分布と形態的特徴

V. 1. ~翼線'窪)11地域

本地域l乙う}、 (rï する j上長はゾょ料、 j であやか，各二Ll:'gPI;川)分市や捌lllií18t出土~ #Jj Þ~f;: lilSの久本UIil:当こ内拾

i;!lOJJC}I! 地区) ;，t~~葉川!地!X の 2 地区つごは 3 そ ν!J j山号r:.:31Hとしてし、るの

すなわら，内没;郊の 2 :l宿区は lííJι!とした ιように 11JJ自の Ij}j81 JY[はほば同じで，斜ifiîfi!! はとよイ斜 [.ÜT ないしは、v

術忘れH説会形成し， 30 0 .' ，40 0 の広告、↓fむが多む 10 :13.憎いの;ji'HIIÍ-じまおの浸食がは:ずしく，そのためぷI1U也

がしばしばみられる。二iニ創立大部分が BD 'WL1i主であるが， 'I.>>!s分Í:l'] (C小 tfi棋の記録iぺ斗甲山しI也 )1;(1) ところ

では， FJ磯に 25む泌総悦のお注視二i二 t~tß i!!， gl，している。またい IUJ部の急斜地や，刊行政 W[ÎÌiiú) 比絞 (:lj ;1Q(峻 1~Ç

ノj\Jit棋には， Bll 芸'!.:I:.:擦がj;l:./いなおコ聞で帯状 iζ分市していゐ。 ドJl支;ド!針(ま Bc 'l，Ijω峻の分(Jïが広く，ン宇野i

や微Ilil正予へ l百Hご(;t BD(dl 必土撲の市民をみ心、また，ぜ1H!兵の心1;'[ [tij 1;こは )(ILII;)(二おの残存がみとめら

れ 9 このうち)lJ [ j :hil [)(: 0) llL I祭主%には，火山氏ヨ付とする !l~ -ê:，!j:が分布する。;11ftと 1 ì-\{~~)淡斜 IIJí Iこも部分的

;ご :KILI次 iA撲の 2 (欠jやお:協がみられる。

これに犬、j し討中??什Jの久 JじiliIK て、;土， j持 t}( ，主]ば{尽く外 IFílえも土;1;1い u また，気1lJLはおく jf年次長ムも少ないた

め， I引主将iご比べると îj-沈没系の 1:)1~の分市がJぷいハ i}日}いのノメ ~y[禁演の比較的良好とみられる斜 iliiでは，

JJ話憾のm 上!トト、ω佼へもよくいA騒が形成されるが二淡乾燥し， 1:11:♂;f(J !ili~&;で渓'1'21犬構JiEがきわめ

てよくぬt主したと壌が !P，;~，\する。"?(以23) (.ま，ごと主主(!)割 ;jエf] iこ!求問して形成される際糸状構造Lt ， J也Jえ IÜI か

ら自:後(玄 L草することは~t，絞rn 少なく，ひしろ，樹jgを次き l~ る!孔:とより船体を:.lli i二ての lN:岐によりず

るものであるとしていゐ σ!込~ih13) も様のザと任みとめ，恨のうケイIJ ずる勾郊の[_'.，i~~} ，;こ， ζ| ニ'，I;IJれに，1J;;!Èiする

f:~ 汲状W~巡り発31が特徴的 lとみられる I)J~i:人 íLI?~!ili.1やr陥没 IJI\などの地形滋がよく以きわたる jふ域の

仁郎守" ゆる C\t剣京都などによくろjれれると述べているの ζ のj地甑釘!沢え主も、 j地リ世也ω」ムμノ7形!

Zざ号が/大久号き宇く心P その好投ぶ iliîが i'þ ，こやかなととなどから，海 F \~.i!t\O)髭が?をかなり~，:~í1 く党げているムのと:F;弐

られる ο したがって J二 ::_i己の二lニ竣のにう:こ(立守的 Jこも水分よ}肢の良心なところにあり，泌総の土緩への没
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モコム、 芦 よ，海i た=令も下な;ぅ;ら， たとりょ立がトh~J ~'t( tとずの、ト φ えの 辺住込

十 7，ド ド勺戸
口、/.;)、♂、 恨の与えょに組問してい乙もの L ち x 三y たヲ f支以郎アカ '7 'j ノ〈然小ノド It

およ〔へこ 1 .~.ノダの i守、 L ぜろと >.'0.> 日A サてし 1 ふ 夕、内ふうづl店H て

引が、ノ干二iが il;Uし竺;:1特勺ャふ、

V , S, 本iLl' it百条地域

日日ノちtlÜ引ぷどかi 五 べ出1)21/ 也 lメドポ U ，
3 
3 ょっすtÍiíjtI\ li;j はほぼ絞っ;

ハ乙 l 六郎 ý)'(対話与休 1ゾ J:、心ノ'J" tljJ('i '1ノて〉、ソ仰 にられノth:tI ，

i 段人:べi弘;ころで;しポ|ご/ノレ によ みらオ (，1"ユハこのコ保不れま i ，;

L. , 13IJ(正、)守 3D í' 以)冷!i í がし\，;沿し、じl) ド U.:Jf5斜 I!'!í \と:U

は 1J，校パし 3 仲

lﾍ:l! Hc "iL:J:J誌が，，)勺亡。〉う}井、lうE

fト以 0' 三年に ;ιし以小t ，: ~f\ 1 仙こ Bn がJ少ろ

;fì_, lj~ Bぬい[)烈子/♀むつもωがぶい，

;三保!;Jf)， .いし， Jう乙カ\)

って多少の/与はあるが火山 .í~k波磁の

二じっ!片山11 i>{'乃花パ?、 LLt. l\

L~ /\~ 1-，) γjレ叶停与が lt!\出i+ i'ii?主と L ていることな
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の一 i 放とともほぼ類似したイ創刊誌示しているが~ -.1:TL陥で、大;校生直況の土壌が，他の 2 j:t)1 区 v(JLべでわずかに

大きい僚を示寸ものが多いようであるわ約犯の配分ば， ~r!l[;?;J ・淀川地域の!)渓では9 犯 iLI涼>MnlLß去をうT;

を示すものがあり， としない。

すものは，その大部分が友勝ゴであザバこがヲベ~!Ü 瞬間条地域の土壌で(j.: ~ f_ ~l下閣でもこのよう

守主積It1: :こと撲の容帝京M と fL!�}i(m (説1]二!二容績に対する〉とのおには筏筏な;ぇ Hl;'\[jがあり，そのわずかな縞

はノj\さく，!支は，土壌の }!{lt:，乏によって決定される。般に，
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きく関与していおことを示レている。
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1りするものであるとされている c 水路査において} )1:2ノ'k'i':!:.どこ土壌21Jあるいは#t務様式との協f室長求めた
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~ 1Zh1 {tdやrJiXいがう i~J，Jj;\げ、7人立かな nl:~_!j i;と(~しずえないであろう〈これに主っ匂とつI Ir!:~ • '1]': j I ! J0J，L!~ と

な比絞ずるん，営者はがj者{C 沈へ、で4号、~L.t1( ，-1二ちこト般的に il:;;l 、示している。とくに役者の大波， ~三 8\líJjj

上九ばがその侭!(Iiが浅いのまだこの 2 では，乾

~I' tj注限 j交と換イ lJ火との関係を Fîι13 iご /J、:; L.. たが， i;TÛ'訟のに十t.:-d~，:j.:'tな路係が 5もら ;I"L，ごi二段け'11ご合

くら、 {)ζ とがうかが;j')まれる淀枚目鼻石が少なくなるほどす尚免疫は大

dつツ
ミレ乞ヨ。

Fí託、J.4 のとおりで F 名ートt'~:l む主主目iJ~若手二Ltもiどとの表濡土台〉

における変 lLは pH !:iま tt [i]J絞の傾向4二 ijミしている。 Yl の!ií'I しメ;\，]\〆ナ Lっち

Ci'))J~ 50 以下むあるがJ lrç~~t-J: ::L J:g~ (゚B ?~~{ ::LJぉ〉ではそれ日tJ の 'f!じえ /J\すもの

も少なくなし、(， Jli2域別;とばノドJij 会条地jj誌の大 j;;~_~: Jr;~ L>< と二、;.，; Hllf.Kが， pII !::; 

;可燃に、被干'f_::司会 /j三し， とくにj[主将ゴA工みでその匁ilùJ 方公J:(nい〈

鈴木および怒J@，'2引は，わがn~ (.Í)(千日 I~;ç) '_fナ?打開|、のと淡のA燃は BJV:W~ ど

お iおよりもH~べて pH は低小が，長官討をのスダジイ会下の. '.誌の Afじは，

~j;n(:(1 ~ζ;(1j'し，正いう事実弓指摘した。また速な1三 :.i 1 1変林tJ実はスグジ J

、_\..-;，/， _，勺、 7

c:- イしに v ;屯コまÜr: t-Tl.:fi: fJ1午(\;tü;V[::、とし，れU iJ.. LJν~:}.'-êιちり， JjWd，ぷ;J: C

i円

F刕. 15 pH Q)玉壬 WI
分

']、ype o:f vertical 

仁listribution of pH 
in soil nrohlc ‘ 
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Tabl巴 7， 地域ごとに rlQ われる pおおよび霞換殴l交の愛 IIÏ分布

Type ()f vertic乱1 distτibution of pH and exchan廷巴
acidity in each a工 ea
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が，生物的l!í'îf禁がE郎、ために，代表1rJな積若手においては次熔ごとのつH が下関-\の pII よりも潟いととモ、認

さらに， BA, BB , Bc 1\"1 土壌と l呼ばれている波書'};iY~下の土主義機鮮においては， J二低下高の p廷を言コ?こ iJ;' 、

ポすのがむし7γ ー般 I'{J ，であると述べている。 lli谷32)部〉はヒパi*l号、:'1\:0)土壊溺防íTEïìCおける滋換鮫皮のÆ

これには 3 つC!J分イn主11 があるととをみんめ， j史認から下京~溺i成するものには乾l出:分ィ討について研究しき

グライポ F ソやtl二および逃間性;臨f2森林土燥が，表!緩からト、見書/'，約九L到するもの上海 [11，品色森林土 /，J、ライフ

立がl烹{ノ， 1ヨ滋 Jこ阪大憾のあるものはボドヅjレ i

11哀が多いととを報告している さらに， ;:i: 淡;ふザ，]Ïjj ，こ必りる主 REEf切市は， J)}~の二成過程をうかがうとに

古 >le )_ユ~ _./' .....ザ，~. l.~，' 1 _-，、マ

思;事品 TP~) 心にどご~~:' ti:1]I/~ lj l. V 、心

Jl_/ ~ i.JU斜地 kおぶび'1\;海Vò也域のい;忽森林 [~rH'}}ト， 1 , 

3 つのう}:r'lYi誌が筆者らも ζ のぷi資総恥から， jj本問パ!とおける pH および債投鍛i虫、の君主 n1f:ir ~-frJ 1.こはE

1 zl1 (士 JL闘から i:"~JMi/"..i後七 1，が弱く/なるもの，すなわち，あることをみ!とめ~ Fig. 15 のように 1>< 分し

nlUiま表作;~J から午'11~~1 あるいは Ll-，l ，r滋 1目的にかけて[怯 >'1てが日会くなるが， 'Y憾へふたたび~f] くなるもの9 百PWは

長信からト!選へ際的ーがg:(lt くなるもの勺ある， Fig , ]5 (土 pH ìζっし、ての分布ノ f ターンであるので ， B:.}L ~~~鮫

!交では:令く jタ10.コパターンとなる ο ぷj査:tlfl1r=域の資料をそれぞれのう}:f，j訟にあてはめ，二1)1(ノD2; ご J に集計し

だのが Table7 である o pH と武換困密度では多少の滋いがあるがp 内毛主げJ iとは♂の俄をコぶしていと〉も

のとみてさしっかえないであろう〈燦皮の:手前分 ii日立?浪i!i{~ ・ iY Jl i 地域の全域お，j:，びぶ山。 tigゑj在淡の新

p訟の分 Mì'1，tlをぷすものな乾怜{j(ij の一宮地はで ~.;t

ぁ U" II刑(立前 2 者iの rÞnnにあるつ f れ Pご文j し，本 ILI ・[t1î条地上去のノにJJt地 [X._~: マ地区ではノ土壌とも I

底辺())分混在ノイ;すものは弐わめて少ない。区五百 0)分1Ti裂そ L ，

汰地において， :(-'fl幾物;こ女'1 する土壊殺物〔【〕分解l;!:~~主)jが低 F ずるん p その ~;8県と

増大し，治時"の流亡とともに+)i誌の!店主主主イヒが促進ざれるといわれている。そして〉 その影~m，~ はとくに表潟

この分Iν

な ')j)実被1，1ニ物の filiffi)J が活発

において大会!、り 1 ~g'lの分布引を1)< 寸一 L11~ìこは i九性土壌がj詳し

の酸性化が関係しているものと努えられるハこηノ iこ守i し 3



PL1! 寝泊〉うの料、 i出ート j〆主ものと r i!lカピ閉する研究(j(}二鈴 X+Jll " -';~XrT:ì -~ 19 

7" J \~ j;__ lｭ
d 仏 'w'_ シ二.ht~まち初心じにともなう志の供給ι:災後はた擦の絞り:， 7j; :~?~!ぬる

方向]に f!o!Eずる ë(! 会十などにおいて;士。ぷの1反核政による供給およびこれに十;こう怒誌の壬ち

だえられる。 ;去の二守系いものが多く g この

ジ撲は な LJW/! たえfn!iヰペわ十てし、 もりとええられる心五は U}ê，の 2 ‘コの ij}寸i ~tl (!) '[1 n!J i'rJ 

華料~~SI:.j カ人 ;i二jゑのjEj;ふら;ま しろ 1 J 

\。 ;;st1 【 li!; i?コハカゴマミ~iL} しているもの

とされ加さずL 今

ノドバ l' 条泌な，:Ul大!:-;~LLt\~，({ (~ミ三五主治区では) ÙÍJュ:にし?ように?法日主において そのほと

んどのむのが I 恐の5ウイ訟をノT~ L ，乙お 1 / 2 丸lr ベブ)j大:いよ:こl:c てて金 fitJ: itJ fCM?t!At:(!)万 "(:iJ ~ご

おる「 7{.づjミ l..i てし、るも口1) (:っ
明、、

立，~、, ,_ "_/屯 r

:.ifi!流・或とノム，L 0 心主凶作 、 J るメ14:ムなとつ1， γと以校イ ミ民之

及、?と j討する 11A: ;JZ 2iγて Tabk8 !ζ 必 r，--y jご η られとJ ょっ )J!J ;j<11 !阪誌の会双山jζシトドるぬは， ii:U 

:[11U;I，; 0) と壌

BB 

Ik 

27 

.f3D(d) 

おD

Bn 

4、殺tlil1ilでづ、ざしごかけて火ずるの;;cF:.，約七五n日のト句土壌訟につし1 てん主主すく、

γiミble 8. U;:t涜 l絞!きと}jn ï'に綾段

Exchangειcidíty a.� lryd れ:úyt ・ιacidity
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と，乾性担11では判然、としないが， 2hJ.性jJl.iJ"では火設地

区の土壌は切らかに小さいイ誌を;;J吋品傾向がみられ.

ζ のとと tJ九~)もとの地区のj密約性~弱Z8_性主主義l士宮

沼崎・筏}!!地域のものより機性化が進んでいること

がうかi)~~バ1 る。

会決潔，余窓蒸， C-N;字: 。
h
樹

、
ふ1

 
1
 

噌
E

ム
/

¥

 

xO‘ 5m) の会炭素還を算出し， j)実裂どとに slkべ

たのが Fig唱. 16 である。会:炭素践は…般に乾性側

の土壌に少ない傾向がある。 Jill域:~Ij ~こは， 3f.i l情。 i 吉

)11地域の久礼地区と本ILI ' liti:J長地域の三烏j.~J，区の i二

壊がp 他の地区 trl七べてやや小さい{去をぶしてい

る。
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x:B゚ "Bc 0 品。(d) 伽:i3ù s!l B~ 

Fig. 16 地域別の全炭素長:
Amount of carbon of different 

soils in each area. 

会窓索f告もも会炭素主主とほぼ類似した符1 匂がみられたり

ニ1:援の C-N率は，壌微生物の活動!とよる;有機物分解の良否を示すものとしてF君主き視されている。 C­

Nネは表躍に大きく下 Iwjlこか ~Jて j河野誠ヲる η 表鼠3:.0) c-N~i';:~立総性担1]の土壌で大きく邸主!収U tこむかつて

減少している。これらの傾向は，これまでも数多くの報告がある。また地域jjlji こみると， Table 9 iと示す

ように本~li ~箇条池上哉のJ:.r1Hì須崎・ 1':fリ 11地域のこ:l:)1誌に比べて乾性側でやや小さいlü立を示す傾向がみられ

?こ。

霞換悦JfE疋， 百二一一しおよ :置換:t4Xî氏，マ';'+とも Ji<)議 lご多く 10]1 下層!と急激に減少する。 J:..域

中のü9ti免似t:.~flliι慈の大部分l士，地'tÆfと士iU置する有機物の分解と ~m機イじによって供給されるものと考えられる

ので，分解の幾主るによる境基供給の多少は，表í~~，と最も強く反映されているものと推察される ο 表潟 Lの

l~換[11:.石灰合 i訟は， Fig. 17 に iJミすように3 乾性lWJ からiJli! tlミ担1]にかけて矯大ずる傾向がみられるが，通潤

性 v弱問、七1:コ;二壌においてもきわめて小ざい位を示すものもあり?様性側のゴ i奈がかならずしも盤主主役石氏

;ζ窓むとはいえない。須崎~ 2巨 ;I[ :lお J;j\(の各地区ペーワ!訂 il . [í責条地j或の新宮地区の様性jJlUの;土壌では 10^~25

Table 9. KJ議土の C N 5おの、F均値

Mean value of C.N rat� in surface soil 

主む 域 地 1& Bn Bc Bo(d) 1ヨD BE 
Area Distr�t 

ゴヒ 11I 18 20 ¥7 17 Kitagawa 

三区 ;if奇・ 7[ )11 
松 ts112bE乱 ;11 19 16 16 Susaki. Knboka wa Matsubag旦wa

?2 

久 :'2 ¥8 18 16 j3 
Kure 

:人; 占l店"j、1 
15 15 15 14 

Ohtoyo 

木 Üi ， ~fj :J長
新 71% 16 唱avr 16 Motoyam乱'Saijô Shing� 

一匂色‘ i 守

CJ 21 16 ふc) 14 14 
Mishima 
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Exchangcable Ca contents (Iﾍ surf乱C巴 Iayer in different soils. 

く;0

F刕. 18 表土の役tt'，'，\，

Exchangeabl日 Mg contents of S1.1γface la:yer in diffcren1: soiI札

初• , 
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F�. 19 AJv� 0)1;(;後 ::1 パ.~ <.パ般投石伐との関係

Rcl礼tion bct. \ve巴n exchangeahlc .M.g 旦nd exchangeable C乱 in A. hOrJzon. 
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Fig. 20 J受rl~~J の石灰飽和皮

Degr己記むf Ca saturat�.on in surface layer of diff邑rent soils. 

7 

Su，cki 刷

b ピ 官官 1,0 
怠e vf Ci:1 

Flg. 21 表i災土のお灰飽托HJtと pH ，:の関係
Relation b色t"ween degre日 of Ca satuγation and pH 

in surface soils , 

必 j広告Iè:' 1'0 j主
Degree CJf C白 S é，;tUf'ätiOt'

これに来j し火1:? ，三:烏潟地区の i 壊では， LúUi.iWJでも 5 官紀以下記)11Úをノ'J~êJ-もme 'i: 7J村山ものが多いが，

めがかなり多い。

E互換'fil占苦七会登の1::，;8奈恕ごとのちがいは， Fig. 18 Iとみられ二うふうにがltf.t[Jt石灰とほぼ殺の傾向がみ

られたのまた，地域測にもちj (1) J::うな i主;いがみられ手/~~Lll ~ E~J条泊以の::Ltぶまな鴻・筏Ji I j:t2，域に比べて会:

般的 fC少な心不iJ，)・ N条地威内で"!t~ij'5f!性三 i!J<の U~絞的多く合む傾向がみられた新竹:Jtli区でも ~1ミI尚二!ニω

ff~~j':換性 1ii-いま 2.51ηε 以ムドであり?大江区ではほとんど、の土法1):! 1. 5 me 以下であ〉た。

に I f;'j らかな相j註があり， Fíg, 19 (こノJ';'9 ように;I\ i 脊駅 {!f J 1 i llhtikで;立!ぷ換性，正l }lí( とをゴごとのjじは，

小さし本111 勉間条池域ではXきい。

Fig. 20 にみられるように:全般的には乾性一 l 燥で小さく，おiH生卜、壌にむかつて大きくな

そ 0)傾向は不羽りょうであり，大三t!hyrr� J_!j~， [誌の i二漆では，る傾向がみられたが，ネ:111 均

百三i係が認めら部分の土壌が 25あ以下であった。石灰的何度と p闘のと(;): Fig. 21 Iこ近、すよう

本111 • jJtj~f，地域の土撲は陪， ri;jlj 地域の I 携に比べて，れたハまた?同一均nl浅Jこ対する pH

," ;)'Lる。

ややiiSい(直司ぺihす傾向が認められたの

海))Ìi!'(立換容量. ，協会:~.iE;t換草子Htはエ主義'ÞIζ{j局主Eず
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/とこで， /ト似たし))ず料、ζ勺 L 、てクふv 蕊トj弘氏係をし

t 土 0 ， 93 ， λ，; I'J ' :ま 0 ， 95 で
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となり:;.滋九 307( 乏し亡 J吋l'j どd 二?

t:.= 1" . ~，'i， ; ず F伊

1'..;.; (: i':j .. þ主 l.ノ」

-:':J υ どのよう , 
」

/でおり， iミj村のちがし 1がj- U，1()) iぷぷいよう負波山j斗川正?応、 lま J ていぶもの二;土認めがたい。

き十 む、。1:.， WIJ 礼i~J求心 {立 k~ と /μ どゴ

心 19() のお投手ミ i川之江 33 rne とお

〆314今.2 il1C と fふり，与のラィえンらの、j長百とほぼ山
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りん開設吸収係数:地域，先立[?ßliJのりん殴吸収ー係数 lふ Fíg. 23 にみられるように久礼地IX と三路地区で

は， {iliの地区lζj土ベて i1Jj らかに小さい舗を;[\し，また3 大11地じまと来日営地区で iま 2， 000 以上のものがかな

り多くみられる。

土壌中におけるりん般の同窓王完象は，アルミニウムや欽と反応して幾溶性化合物を形成することによる

と一般に説明言れ，ばん二七't1:oコ，'， iij い火 rLI J)<:L壌ではり /ι駿吸収ブJが7JJ いといわれてし、る。

そ乙で， り /ν国交汲収係数と土竣:jl の火dl ガラス&1;']ま(納長!、中 (D火dl プj、ラスの組成割合〉との関係委求め

でみると， Flg. 24 に7J、すように火山ガラス会IUD大きいj二jゑほどりん険吸収係数も大きい砲を示す傾向

がみられた。後述するように?大幣〉新't~r[両詞地区のニ止f

入しており'これが両地区のニi撲が;大きいりん[後吸収係数を示す袋、おとなっているものと考えられる。

日. 3. 1 次鉱物. 2 次鉱物

1 次鉱物の鍛別および 2 次鉱物の同定はp 一 L壌君!， .f1JJi)'1様式を;LU議してそれぞれの地域で代表、土壌をえ

らび， 1 次鉱物は 80へ~150 メマシュのネlr!'立について後鏡し， 2 次鉱物は 325 メッシ 1 以下の紘一子について，

示室主熱分析によって同窓を行ない，

1 ;欠鉱物の鍛l.liJを行なった結果，ミ主的丸t~域の t主義 t i.， 全断 IIÏlとも1j:Þ !t'ふ頁営店JJ午が/えきい総J&.~が

を示し，この地域の土壌母村 l立主þ岩， J:[岩が主体であるととをあらわしている。これら砂岩，文岩組j午お

よび石英t{Lはほとんど稜角会jたってまる味;;):おびており，友;岳、の状態などからみて，この地域ではかなり

J!ílliじがj箆んでいることがうかがわれる c またこの地i去の U奈は， 1, 2 Q)例外をのぞいてほ止んどの断面

に多少の差はあるが火IJ; ;I;，"プスの存在が認められた。 含有率は大部分のものが 20:わ'以下じ溺椋'fil:の::1:

擦ではとくに少ない傾向がある c しかしながら， I山i江jJ演j兵q{部1形1の宏 I乞i吋したE浅支干溺主Jι戸℃で{は 3お5~4ωO夕先10 台合ミミ、むむ、ものもみら

れた O 木:立1古?

:にζついて!勺3、材銭5別Ij;をを行なしい，，その給';[:':ほとんどすべての卜Ji1 iこ火山ガラスカ勾?筏ずるととを認め， Jtl1J告と

二j二液中の火山プfラスの合盤との関連から， .0ltJ.Jll!Jt:が形成されるかなり以前 ;こ 3 限凶全域にわ

たって火ILI沃の被穫があったとと

の影警が認ゐられ，さらに，

の卒2111 と会く ]'iìj様の結泉がみられたっ

しているの木地域においても?と域にわたって火山灰被穣

したと漆でとくに火山次がよく保1字されていること fS ど， J:記

本111 ・ B主主地域の f-壌で lふさま殺でおる片総長ががiい総成/手をアI汁ノたが，火山ガラスは須崎。f:ìiJ 11 地

域の土壌にくらべて全般的にかなりJi:五い?を (I率会示し， 3096 以上合なものがノユかなくなかった。燃やl土では

とくに多く， 50% 以上の火山ガラスを含んでいた。また，この地域でも火Üjガラス含有率のちがいは地形

との劉速が採し rJllt'i i([lや中腹御状緩斜lliJの土壌では多 tt~h力;JqJpザ、ラスをず?んでいたのしかし，三島地区

ではほとん，どのものが 10% 以下であっ土。

2 ;火鉱物は7Jミ差主主分析により同定後汀なった。笈1[![;7 匂議jl i陥域のと漆ではギプサイ九力uぷハロイサイ

トまたはノ、 γJ イサイトを*み，古11の刻jITjではアロブュンの均1認められた。ギブサイトは土E積二iこや1m

行土では汲潜よりト問、にすよかって域7立する傾向がある。ぶ， j!1l q災地j訴えのニヒ擦では寸十ブサイト， }JIJ 7J<.ノ、ロ

イサイト立たはハロイガイトが俊光 L" アロブェンの:存在もほぼ共三霊的に認められた。 三士大，

吃)X線!日j折 lζ よ f) ，ゴド nlE都j性 14KX鉱物p イライト 3 クロライトおよびこれらのヌ規則混合j議鉱物の存

仁fがjffij2 された。
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林ヨドの成長1官

林水の成長滋緩羽I. 1. 

壬や材 ~， iSrメむこJlt~捕されるととがベざ材、太(1)託児えがひま悩泌，ヘキ j 1，えてなゼ表わさるが，

し亡? 1七千五、 r(J ;宇~cEft効 l長の少ないおがとりあげらし、つ?ノ?、 Kの之巳:iX 終らー[イユ三(j)!I::，政力主平ずる号i

もずて:l{!1_!}Il旨主党 とすとJ ザitが一般 1と拐UTJ (:5 れてい三)の叶~i));I+自における

ス iペ ヒ/ .:t ホキの約三?に:: 40 分認を， 1I1 ノ十二3-1)COJLESJ fま，内 l約 50 対γ1_:~ ~~γ'T:1 t_;) 

しで して l，/ '\るく ih.::;i){j\"-(て;ふ 32 " i土，北 υVfO) トツ林心市♂おいて 80 {ーのんそげ汗数

とれJlζ よ三l1;9.主eO)カこより l1!!{立J 伝以前!総本ド「ぷL-' , え63 l;rCì)林分つい亡援会fj な rょっ

・筏J! 九 ;f(I Íi・ i話各悔し主て 40 と〕樹めを三し Jtl{:[jγを止とした c スドのトバ次rll1 似

についてばスに/斗ーのK!J，{ù>;長引 iHJiiノ\む ぎ血。λ大丸i:~はおよび新百j也 l丈寸それぞ Lflry: G 

干、の J~;H とょに深川:Cノコ怜祈前史料から fl 江!( !こが， 本. fÌ1 í去三九で 1::. j f 尚子tネキ分がよか

f;. itt'[J，):;コト J 二十↑、林 :J子1"く校:.{((1)資料そし，て↑ノプ、:� jゲロ) "で，

.，ぶしたよう:二よれ齢心川;+>jJ;.こおフエ泌(トlü綜は，;:"1-jW)，:~ Cﾍ) J¥I! (,'1: 1 三むぶてふ Fig.25 .28 

均九九!j.{、:r. J}';fi6rJ九ら会 ト4分 40 心持店店iを?授にするための牧ーたしとして fr!!'い，た'.中
i ノ

， i正よK:JQつめのがJキi- ，lj汁:け木官公れぞ~"I， O)泊以て、、成長 (/)f延長 ι のから/(~Jl占なものョル f!.:I[立の

〉てあるので， この誌の j浮;t/;(之そオしぞれの地会見lζ(，ァる 1キイ(O)J~必目/をもたせろょうぱらつ

えられ
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Gftlifi1・，，1)1 日出 l~)
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in Susaki 罰 Kllbokawa are呂

Tab!日 10. 料オ:の店主 iえXil!:HA (ス Jド) omi立指数 18)

.Process of growth of "Sugi" ill site lnc1ex 18 

本rU ' J!lj条
Motova立1乱@

Saij� 

4ら

Table 10 は，スギの j:tJlAな指数 18 の!次長 ìD\l税法/日{ノたものであるが， Fig. 2.5〆 γ27 の )1創立指数以1*尽の)[;

ti~ とともに谷地iふの体不のj戊 i七過程在検討してみよ行 υ み:'1 ， Lr <> T凡;í :r~刈1~込ω 欠陥|活こ新従地区では，ば{ユ、

総{以し fこ成長逝絞をノjL じている。 ζれらを i丸山な。;ノUI[地域くご比絞すると， 15 後までの

やや劣るが， 20 fY_l:).経の成長J土良好一戸ぬとI ;f fニ Fig.29， :30 は iiÛJ-地域でほぼ地位滋数の[，\j じ!本分 1とお

ける校咋:コ十、の樹î[:5副総なら'.'こ連年泌必成長f単純lそノjくしたものであるが， とれらの前線からもと七ちと|百j様

の傾向がうかがわれる。 J!JーとのことえI-~ ら ~!;j的地Lにおけるスギの成長巡松を判断すると，災時・ 1処i訟は

m芦D] fj足長，，\"1 を 9 本i1J . vL]条地域は必nx Ji: !K!~ i: 5，λ してし、るとい;えよう。ヒノ争;とっしもて

らの地位指数曲線は須!l:ijJ ' '{~~J [1 地域だけであるので9 潟地域におけるヒノキの成長過11のよ七肢はできなか
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よる成長廷は明りょうである。ヒノキの成長と土壌Jいとの没j係 (l. ， Fig. 32 にみられる
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し杭u:乙毛分 iと Lので J :tiii'i\E::tがよく多議iど合み，土壌コヰ;淡小動物(})l百illjJの iLjでもあ

み， ~Ú物のtK (j)生践的な jJi 子f〆ふらも議んな媛であるりしたがって j J.\.r#~のJ7 さの A:_/j 、は料、えの/1: 1[ 1;こプ\さ

くf0l Jf しているととが予想主

(立AIヨ j民 112 そ加算 Ll~) とスギの!ixJえにの l1fj{~Z( ま 1 Fig_ 3日 dJ とおりA.rrrJ o.コ Jlj. :マ (A

戸コし Fig. 31 1;こみら才"るにう~ --.., γißFift --;ものほどスギの成長が長~~h}なものが2-;かった ο ヒノ

スギ12 ど半Uj(;~と!ない。スド，.出J .i:止な符li日t] jJ~: 1rÆ;{めら 2工7;) 7)九

i主く悦と Hil t'L fri数V1L 2. :3‘ 

との潟係はヲ Fìg; ， :35, :3 G パ、うにご:わめどぱらつきは\.~さヒ/
'Â:;- ，レ川 A 米 t， ). ._,. .~~" 
3<.11/]\.."1日夕止と λγ ，

うであ J たが， }たイく俗炊のにさしづ上たでは 般に，\-ú地位を)Jミ，1 ←傾向はうかノうけ'¥ ，その関Ff~l'ま:干、切 J

r~ ム
，、町、s

l.H~ÚL J}fl'でγ目立 jlLも宜、 2, 4 亀

A!:誌の pH(HzO) ，lスギ i也í\ct日数との関係ミを Fig. 37 と

の新宮j出['<でして， '}i: WiJ の pHι0ヘノ6. 5 o)~j.llir")}l ~，(ありう p日 (;')Wç\_. 、ものはítUIil{lp告示し pH が!ド-.j くなる

にし六がって尚北口伎をつi\9 北立 iiiJ がみ主れたじ しかし~ );JHitJd!，ほと三刊ではノたそのL:壌が pH4命 o 、 J
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oH (H ,O) 

5.0 のft1JJP:H 内!とあり， pH と地位指数との 11日に i公会く防法性は認められなかηfこ。

ヒノヰについては Fig.38 ピみられるぷうに註山也域のt~禁!日，久ネLT， I ，j :t\ IJ， i>Zではスドの]品合 2

~tt1似した傾 rflJが認められたが，本dl. 四条地域で i立大河:分のものが pH 5. 0 Jj 1ごで，位指紋との I~Jよさは

不 ilf] i) ょへであったの

会決議3 会議ぷおよび C-tす咋!と協{立f伝紋Vll. 2. 5 

な?主:l~ÙをよiUこしていると考えられている。 Ui;lド!コの絡もえが多くな主 J

したがって干しlバ登tß隔たレ， ~)j史料、などのf'lV子が良好Jとなるであされ?

きくし，板[物廷分の数以保持lζ大きな彩桜そ及ほし"ろう。また，

さらに有機物fIキ;の弐分として ωぷ心 λ 私却の分がfft 照や比y認出子換によって tü' 物!と pJ:Jj文字 rJjU され

Ð コユっ一、心。る。 また， 出有機合 :fi1(/j jゃ)((止策ノ七

この1:. .') ;CJ 壌の fl}lイじ己と関係の淡いュ 5'長機物!山林不のfj)て廷にもノ(三し、!と j実j与していることがでシlJ:~

さ:1 1 る υ

lj1j i:l'iしすこぶうに， A濯の)J3~~ さと ifr、 1(の成長この~(~土，江í') 、i出況をのギゴいては A速の傾向がみられ介

ので， 壌の単位?主総 (lrn2 XO.5m) あたりの全:炭京援を計簿(ノ》スギ， L/ キの丸位指数との関係長検

討してみ允" Fig. 39 , 40 にみられるように，ス札ヒノドとも問者の関係:まばらつきが/べき〈不切りょ



ヲ 1ザジ)よヘ地 iのどの ~tHtl)]tc m:トアる研!??:〈 IFj- ぺ1P1i ・ 8TH)

Z
J

三
百
一
市
山
い
い
わ
京

(
t
i
z
f
 

。

感

c 
d弘 0

0 

。

A ;) 
o 

.. 

紫愛パ川， 波宮軽;冨

Fig. 39 !、決 !.t:.1の災点内長:ぺスド江þ/削m-J攻、二ぴJ関係

R.e1miou betwe台n amount of carbon in soil and s咜c index of “ SugÎ" 

..，込み

鎗

A 

0 .. 
A'弘
。

ノ日烹註~ Câd")cJ!\ 噌ハU 川 ;;C -:去最 Cí)!'bort

Fig. -10 壌やの L犬繁滋正ヒ/手 );IJl/，i:m'&:えとの総係

Rel在ÜO [l bctwec!l amount of carbon in soﾌ] and sitεindex of “ Hinokiぺ

2
2
3

の

m
作
也
市
数

@ 

" .... 
み

~ 

4込00

Su.~iak;. K必口k品川

o A 
... ... 

。A 

メ
ψ
ワ
C
F
n
ゾ
ゴ
弓

h
u
d
H
U
L

ぃr
d
w仏

4
{

一

;
1
1
1

iF 京;十:ti;。についても I"J殺にお:討してみたが!ilii樹平~:とも判としなかったびうであっ七ヘ、 ~t J士、

乾tLl.t設における次}~~~:Lの会炭素および会議業合路 Jおかなり大了、い箔を司、ずものが多い;れj:JrTI引とお

ド!滋へとL滋:ア以ノオJ している。こ J しれ~丸、J し ~ti;:l叶';1 、 γ'((立~ ;)< H るj"jî[!芝 jÌ 市役みると茨Fi~;1 ，~とマ :j ，

W10)合設はとくに努くなくても戸F;:~tへの減少は終叩いてあるつしたがってあたりの肢がたと，L Iì司

でおハアも，問における滋iぎ分ィl'が平なる針があり，休/にの成長にはnJ{~!r.;公:.1:i~j~あたの、りも、

!丸山;d~ (ノナこ A 燃の[!}Lt; もの」う宅えられる。 このさく ml Jチしてし 1断 fHÎ(ζ おける

と L 、う ITlc.t，、らキ b!j にだ立~~~ 1 乙 cと休札、の:荻i芝との乙 IWI選対~iy5 (t)

し、え\， i!i, i ば三つ会;土ノに京総!の C~N ネと j白紙治以の関係 Fig. 41，幻!こJ、られるよろ

者も:九;泊{:)~l: CD ，:+.壊の CNヰくは小Zさく， 1(ì;地LfL (i) ちのほ主、大?て L 、ぷア矧(:jがある p

災関の料、十 l:Tí灰，火抱皮土地役指数V]I. 2. 6‘ 

, )lU;?ì7 )8 ;, ~dj:ス<. 0) '~Y~ t:.j があスピ付、 1.壌における ii'Y挽柱石川.c'~えとの関係イコいてはこれ三ず

十店後 Jjふ患の

オー イ '.1 -', 
げ i

" 
!れtJ設 '[-t.:{-i y~が y. いととぞめている c 主 7二:立与えZ{)'j 立口:一系金泌氏 J ツコ l;γC 7 .g~~lミ林は不良林よ

ているコァ l~ ;t..t!りもバ
三白叩 t:] ，;;， 'l;

ﾎ< ,Ii,itl ::L 0) 'i筑波 t:ゾー:以と J!t {l.r:郊の( (!) [I}IJ係ポ Fig. 43 , 44. ，::8':宇っスギ林においては v ぱらつき泣χきいが

火の手?いものほど，'，;; lilH,L[ ':t-~j、，ら Ii)j らえけこ i}，t:~ められみの )'[11)合))1] にみると本Iυ 舗 fllj，染地域の
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Eえεl乱tion between exchangeable Ca in surface layer 日ηd site iηdex ()f "Sugi"。

;A:1tHllH丞とてん:ぬ地区では，ほとんどのものが 10me 以下で，全般的に他のJ也氏に比べて街換性x:.~. 決に乏し

く，地位指数との関係も rVJ り 4 うさを二五二いている〉しノヰ林の滋(~(ま， ~n W;\J' ?fJií 地域では 0.4へ♂O.5me

の(i{[';UHであ勺たが， ;{\:lll' 間条地域では O. 6" , 9. 0η1色で会般的 lとみて W:j': i州ヰ石!仰と乏しく?またMütÛ1ムえと

も;で位指数との閲述l立認めがたむ、。
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Fi:ら 45 ， 46 にみられるよっピスポ本:で ;iF石氏的和 il~[の ~;::'f し、つぎに p 辺氏Mパ

もの;;{ど {:;j組佼を )7~:t傾向かた長。かし" ，/じ民全白布1渋 :~J ドG:: +it~ t~ t~.1.i L.( ~校長九社ITLtt;.があるので，ぷぃ]j , 

日立条J<'i1域の六五E，三二段íJijb也[べでは， 1どL換性 Tîi火や rqi程度。)lffj-{î- と[8]桜UC! ィ子氏宣伝京i\)交と地位指数の関係は不
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fifJ りょうであった。ヒノキ林ではスギの場合より I珂りょうさを欠いたが，とくに大設，三島両地阪では全

く関係は認められ7よかった。

顎考 察

溜.1. 土壌の分布について

2 つの調査地域lと 141現する土壌烈およびその分布傾向についてはさきに述べたが，斜沼地形における各

jニ;嬢1訟の分布形式を絞式的 l乙表わすと Fig.47 のごとくである。戸H.f:l S ) は名一1:.壌~Hと関与する主主ザH!SIT と

して，斜面地形の影轡を最もE重姿視している。 Fig. 47 IC示したように， Î，lij地域の斜面地 Jf~における冬 L

壌授の出現のしかたは，地形と 2官接な関係がある。すなわち，ノト起伏lと 2fjみ，山ひだの多い須|崎・筏!II JtJl

域では，地形と対応して各土壌型はかなり複雑な n.1i羽形式をJょしている。 ぐぶ H:A変約おだやかな地ぼう

を足する本Jll .西条地域では， :l也7院の変化にともなう各 i二漆宝!の分布も，前者に比べでかなり大まかな傾

向がみられる。

さらに，潟地域における土域分布の大きなj乏いは， Bc 型土壌の!日現形式とその分布割合によ勺て特徴

づけられる。 Bc 塑土壌の生成について大政23) は， ζ の土壌の特徴として俊悦It~櫛があまり形成されず2

13j箆 i 部に止機の守二割れに起関する感染状構造が:M者iζ発達することをあげた。とれl土地友JI甘からのi副支

乾燥は比較的少なく，むしろ樹体を遜じての乾燥が相当首長いことを示しているものと考えた。そしてこの

乾燥の要因として，持i紙上を吹きわたる!乱!こ議到し， Bc !f!土主義 l立，このような考えを得iとするような地

形のと ζ ろに r'H現すると述べている c

本山 . ~鈎均条地域の Bc 豆型L山i土l上ヒ壌の:分う分士r布ri1、吋台4古笥剣古お剖flj合 lは土之引、J上比]上:

F足さ根の一 1部市など iにとE現見わ才れt，地形との関述が深く，大政の指摘とほぼ同様の傾向がみられる。これに対し須

l総・ 2草川地域では， Bc 怨 i叫壌の分布割合は大きしその!UJ.完~{立援も:4: JI ・開条地域lとみられるような地

F�.47 地Jl~と土壊分布

との関係

Relation betweεn topography 

and distribution of soils. 

形との関連伎はうすく， dJn針ヰ閣のかなり広い範目立にわたって分

布している。

このような尚地域における Bc 型ごし壊の分布傾向のちがいにつ

いては，今後さらに検討しなければならない訟を残しているが，

その一回としてつぎのようなことが考えられる。 Hユ絞 (t:Jおだやか

な起伏で長大斜I釘をもっ本 rll .西条地域では智地J1Ç.I!íl\の:影響を3雨量

くうけるのは，中腹斜 i立fQ)傾斜の変+~点や渓:B.?こ突出した孤立地

Jl:: Iζ限られるであろう。山ヴ九五1紛・淀川地域ではJLJ総斜 lliiが!j 、

起伏lこ潟み，小路板状{')形斜面が多し狭ff字が形成されている。

そのため， :(茶手沿い lにこ集東されて l吹火きぬ:げ7 る

!綾段斜1商剖のかなり j広ぶい範1m羽自引lと影1特鍔を1及量 iぼましているものと抗祁惟liR)若察4 さ ~lれ守lし

る C とのように地Jr;の持j 返さにもとづく風の影響範防!のよをいが，ドjjj

地域におけ:f， Bc I\LI 壌の呉む寸た分布パターンを不十自民とな

っているのではないかと与えられるつ

さらに9 本 1 [1 制fIl'j条地域の L.撲の特性として，火山氏の影響が

とりあげられる。この地域の{て壌は，復1[1奇・筏} 11地域に比べて残
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干なれi村H各が除く には， )([111災ふ肉付とする Ltklがかなりよく係/了されてい

ドふ叩

心 υ:.:-~ ./ '" ~ とのような地形のととろにはp 治色町i の分布がみられる。 も， iまとメノ

どのものがおn砂 1()~，'35郊の火dl ガラスそ合んでおり，全域的 ;ζ火山j夫被:設の影響;11\カョなりよく残され

ていることがうかがれれJ人これはJ:.，撲のわ!ヤ院にも現われ，符淡滋 lヤトヨく， めん際政I1又係数の;えさい

ことなどによっても袈つ 1; られる α 三品 Ht:X:のイi幻持政均で断続底的万三をJ[:~以ずるお斜J[!J，では，火 1]]1災問料

の主主入;土ほとんど認められなかコだっ

VllL 2. 土壌生成についで

ぷ~ EtJ i\当日(，北は?とれまで応べたよう;こ外 rFi (/)傾斜が12吹で，絞?fR心 的をのそげば{九ifi'-~Jr刊iHJt L

務しD分 1tíが)ζしへ、これに対しね I1 ・ i![

かで 3 砂~~:説的tt絡を ij? とF る三二議のツ1 んもがJ{ユ絞 )'(JJ1::い。 :-1'さの符{江主とのうち居合 flål~t~ ;二 111 令部浜地域

ではそのほとんどが 596 p;_"}' であるのに対い Jillit，î' 出Jil泌総の L壊は 5% Jシのものが治半数与を;上、め，

lû5t; を:放すものも少なくないじ ζ の行際会有量は，100 cc jf 土|、] iこよる測:よ絡であるが，ご:のiiiï はさき

lと述べたようにヲ自然J決!.:~にじける別;誌の百機 りも:m'!J小 γ~ :t.-z わ~\~三 !&慢の人ム~ ~~;//).大きくなるほ

ど，またお燦1\J設が 10(長以1:.1(1よるとその訟は3 らに大きくなる傾向が去る。したがって，旬。筏)il

Jf2域の石軍事合滋が10お宅地ず卜Jゑーでは， Jjy際;ごはご‘らに多くの rîl路d二含んでいるも Lひとえlわしる o I,rí tû， J或

におけるとのような G隊合i誌の追いは， ITH々 の本[j 51えや忠.\il:， j<<MY の;とEいにもとづくものもあろうが， i民話5 ・

海 111地i点のl:.Ji~ではふ一関カ~r;:-J ~ドトによ七ぜ;ーとかなり大会い工 iii'i需{~llt ~î~ :7]~すものが多いことからコ?えて， ザ

」

ぷ〉地域:とまj げる +J交生 1)えがやや二三食((;乙渓j溺におけあ微均m;fゾ -fの移 1~)]がnムなわれているものと総保され

る c 二f二主員ほ討の栂 iif:もまた土手γ!?仰と大い!と|わヲしていあれ lþ ii !fiJ Jt[万:狩>2:::1\1 材とする須応・ JÚ1.l，主

と) 'l!l.:~tN守対 [;i\ ;-'l~:.ff 12 -FJ村としさらに火山灰を混入寸る本IJI ・ ílli条域の UJ主では、切らか 1(}HI~，γ'\!t (j) 夜!

の異なった後初がみられ， i主 ði 1:まぷj〆店?に比べて待機来主における I?J {4，i1l:字、 ';éi稔JK I~'土ノj\ )\"く，干し隙震は jt き

し、コ

また j二t衰の化学科:()):Ef)から問地域のゴ:ti生成におついて〆考認さしてみたいの本111 。四条域の大~~tl也氏お

よび三島j也 iえの日おむ五三般的iζ~_~St，寸を悦ぞ示 LJているの資111舟. 1'0.) illiliJ'J1; ，~)九三;1 1 令とtUl)~の ;;~r7'f tlll, [X で

{-j:~ Wな t!.J 撲ではり支隊トイーを したが，切にむかうにしたがい般性 I. 'j: ~~n くなり，滋、.'~~ iJ1IHJ:",J: J;交の

表紛で{むほほ pH 5.5..6.0 をゆ:し，右刊uEt も H二絞的 )ç 告し "'Í{t[をもつものが多かったc これに対し大

仁三日仏FjJûl犯の斗 ，ii で tむ iZf ii1~!1'生j:)Ji互においても表問~との pH (J 4. 1. 4. 7 で fjl広ttiWJから侃tHfIJ!とかけ

ての pH のifV • sii) I! J.tll，上九と

~{Df"i:q~的 iえのよ護;間性、 ~~~]i'@:↑J..::L漆は，三t溺におけや h以.r:~;O)深夜により pH の分布iむ表務よりド渓;と減

少~cf ;s分布 iS'{寸、示'y-ものが多いが，ぷ iム1" f!百三社地主いつノ地[>;やー:~P;~rJtl!， rまで:ふ γ'.rべての LW主が i:(}F~{ より

卜へYÚ!!Jiiするう上司iI~~~ 11;示し，滋Wla'~k-'- 弱i'Uìlt. 淡 lとおし、ても J主主主のだとがより進み，七引rJDüTI :，'J をえ;

している円 ζ れは日ト換!'(!;!皮と力[lJj(円安m' c九九をみても犯らかである。

ぬ自立におi+iJ Vぇ出j戎ア (~t /¥'0 Nf1 /ß1r:~)"ォ;し，いつ治 115tおよび険性化が;まんだ:士 lたの出羽が多いとされてい

とっ烈X1r13 ) らは p、↓~~ 1.~ß UJ i'-tt CD ìf，i:日付kt也と{む;潟、Jè! V'つ森林 L擦に一花、てlr，吠，f1it:j\j し， [ilJ じ BD ， BE 立1. 1

i会vでも i'~'<ïHU t.久j訟のものはほ内~';&:j-tl!，のものに)!ぅぺて被うすが強く， l't!月号。コ石氏給料皮が苦しく{尽く，弘主/引九:こが

巡んでし 1 ると fH-1、了 υてし、る。立た， 111家31.) らも関ぷ~ '1~~1ü:7lf t':ilS O_コ今、林上主主において [HJ :f去の ζ と本'~ i~!Jめている。

火設的\[;;(1立p_qrEj脊r;1.1l! f~'iえ~C: 1ì(~ ~; iニぴに
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影響により目安性腐植の生成と塩基の溶j泌が促進され，土壌の西空性イじがおこなわれているものと芳えられる。

しかし，三島地区は海抜高は 800m 以下で 'Jかも i!ilG'Jt寡|認の瀬戸内気候下にある。したがって，このJむ

ほの土壌の酸性化についてはと詑の推稔はそのままあてはめがたい。また，大段?二二島|河北~じまにはさま

れ，大~~地区とほ l玄関じ1HJ校高にある新宮地区では， ;l~防御主主 )11 地域と類似したl七絞Í:ì:J~î:lAl~に富む土壌が

生成されており，この地域の二位主生成については，きわめて浅沼すべき事実がみられたっこれらについて

は今後さらピ検討しなければならない問題札て、ある。

漉. 3. 林氷の成長について

Vllr. 3 時 1. t*木の成長と との関係

林水の成長と土壌との関係はp ス し犬二1::.:壌{t'{とかなり何、接な関係が材、められ

ナこじさらによ怯積様式!とよっても支配されており，とくに Bn :l!， BE 1守仁壌ではその影響が大きい。 しか

し，土撲のもつ側々 との関連は，それぞれ大まか fょ傾向は認められるが縦lñlOJ阪はかな

り大きく，したがって，悩々の性質から:地位を判然することは凶難であゥ fこ。このととは土、壌のもつ悩身

の性質が単独で林;くの成長を支配するものではなしそれらの総合したものによって影響されているもの

と考えられる。!こノギの成長とえJ会現との関係はおB 担土壊、ではとくに低い地位指数そ示レたが，長hの土

壌裂ではスギ、でみられたような明確な成長í;'J士得られなかった。これは，ヒノギはスギに比べてと地的霊長

求皮が低いとと してし、るものと考えられる。

VJIT. 3φ2. :ttJt域および地[司、間における生深カ較).(~

街地域lとおけ'る各ゴ壊どとのス Table 12 に示した。 地域全域の平均地位

指数についてみると，事ttt 仮1]の土壌ではほとんどjトはないが， J窃j悶 ~1> ~ß 1I)~. '[if の i二壌では明らかに須崎・

深川地主義が高い植を示している。 また， I司一地域のj泡ほ fl\"Jの比絞をすると， 須i的守泌u川!リi 主地i世11j減詰或tで lは土久キ札札iしtユi池也区区
一

lは立依の 2 :l地世 E区{よ!りフ低い僚を/ドf-; Lしし_J ， ;f本4山<0 .~凶5条;[1地1也主域で lは立;犬三心J箆;主つ乞引J池f

れる O しかし?と:れらの 1l~~'土地域，地区，寸:壌型どとの'RJ0j Jを点数の災なったものからの算術平均値である

地域
Area 

~.n u向， ri~ )11 
Susaki. 
Kubok乱v~ra

本 [J1 場問条
Mot.oy乱ma.

S且ìjô

Table 12. ←1:..\1寒波 ;JIjのスギ平均地位指数

Mean site �dex of "Sugi" ln each so.il type 

Kure 

全域
Whole are乱

大
Ohtoyo 

世1，

丘三

立ιJ正r
乃)i i ,:'", 

Shing� 

島
Mishima 

15 11 

BfJ BE 

21 
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r)) て-， これぞもって;fi Jり i崩しょ1tllK(i) 'L ífË)]を比絞するにはこ予品、υ01(L政治があるつ

そとで， J吃i}}~ ~ Jfu tg~ j'!:1j (J.) :~ドえとりをよギ 1ifii"9- る <)の方法として，常

をなスコ して検討をった c このJ血 f:{I: ， tf(('1iえスコア;jl((土，

級制交の…~*として ~'iU;!地，jJかγい吉!í，キl は"郊および!JGj U~ 1}3 iiiJの 4 地域にほう! [j ， それぞれの地域

て7 二え f~ ~ ヒ/午， アガマツについてff占泌されている G のスコア茨にとり i げられている立JUi凶子は，海

抜高，込!ltW: 1:tri.~g(~ J111-11 , j:HUr-;~傾向，万枚，土壊究1， ニLlt!:t~ 有効 ?'J，_~t変3 怒\rillJ mçの 11 J支局 C~

、:， ,fL らはさらに 60 ，~'70 のカ ií- :.1ワ…;乙;てう?されている。この三安芸tE主化し， l lJþ[J のスコアそ刀11

本イC( ~.\- _~ 

JiV' 日，1 さるぶうになってい台。

み γv了 1子、ずJtfJ)ぷ Uj O)/~J:L在行なう [八ォ rjJ 出}円lh /T o) スョ 1 アさえ11l~と í&j[jねしてt仕
、一}官、

だよl1{\'i:Íij 散乏 :;k:x';，人滅的佼奴との関係会iRYl た(主WI々。 允:の倉山

のユコアーパι)yrr]: t/zr芯 tJ テゴリー;ご将、与するものがなか、たので， どー は除外した入

スボiとて)!吟、では Fig‘ 48 にみら ;1'しるようにp メ;rll. 預金主地 1否誌のもりは》 、/ごスコア45<がとの HÞ)己記が!弘、子

;;J V日間 '1: ' 郊:Þll刀心乞 d') /), も~~> /.)んであるが予 ま{附日地.hj'~()) ものも」お校(i'Jよ\湾合 Lノている。

しかし， 1，付 tζ(J 午、山県条封11，械のものは 450 線からその Lh にばらつ子、， ，与 )1!k!J長のもの 1:1:

45。線の }iれ誌か吉 もしく;立や干、にばらつ\長f[ IÎil ;t;るらりゅ t， わら 5 1 j:.ùJ.(或では市波紋:三実測

となり。ント':111 ・条 jワで ザ -rc 、及、
にp、 〆 ャ喝 ‘ J 

たが)'~， (rTjJtlJJ或の rcc応力 t~t，

)1!11!J，減(久ネU;]J，民主'のぞく)が卒、[.1.1 ~ l:~q ;l~'. J;li， :b犬よりややí\:'ií しもち υ〉と判断さ fL ，

耗といj様だ)ft;'{ riu が泌めらペノ/

く巡子i しているが2 t.ill .tjj~~，のものはややぱらつきがベさく，数も:ジt.~ いこともあり，

())こlëÖ二)Jf~)下としないc

1._ -? 

，ι"コ

つざ Jζ} Jtl2[L三 I1\Jι りを凶絞するため，誌の手注ぞとし 1 て文]l:l:;ノどir ずJ った。すなわち，三Ill1iÙ 号没U!l

えについては!司法ふえがJ読す iム!?i: [Lí >';ì\地方のスこ! '7 :1<10) キしョ本IJI 跨的条JiliJ)þじとついては四国ヰl'i!fl5

JU1}r (ノバ、 :J "Y 2f11、そ ~，話 rn i ノナ"""_'_;ス干のお JZP 金，ヤ J う!九ùJ. lえでは Fig.

" "ゎ /J': わむ，松)4U 1 1 J:む lλ~i 必 υ 紛の沼市設にまり， スコア表!こぶ: ;LZiしたが，久::[.Jtll区ではそれより

F.i丸二 ,18 

DiJJerenく e � 1 札口d productivity in each 呂rea ，
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数 !l----，

;しょ」一
5 i 0 15 20 2S 5 10 15 20 
5量測地位指数 実測地位指数
Actual s!te index Actual 5i!e index 

$: Kít~Qðwa 0・門、 b柑刊 μKv市 '" Ohtoyo 0' Shin~û "; Miぬ;時
援~ítr~Hr指数・土佐路部地1切ヱコア表色溜陶 J量定地位指数P.!J"副凶部地方由ヱコF義昔通期

F攻、 4ヲ各地区のスギ林生成力較差

Dìff巴r巴nce of land product咩ity of “ Sugi" 匤 each d�trict. 

ふ--戸釘斗

5 10 IS 20 25 
実測地位指数
Actu色 1 site index 

e: Kita~ðwe ιMat叩i見伊wa �:Kure 
推定地イ立拍車長土佐西部地、:均的λコア殺を適用

Fig “ 50 各地区のヒノ

DiJ紅巳renc巴 of land product�咜y of “Hi110ki" in each district. 
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10 15 20 
地伎指数
site index 

"'Okてoyo 0' Shin前&小1iohìma
推定地{立極量生['9.詰端部士出方町スコア表者潜用

L1íi1]iこ?北 )I! 地区は下側にばらついている ο これは i司…立地条件では，松葉川地区 lζ対し久キL地区では;:r

j率力がq; i') , ;It;ji1地[えではまさっているととぞ表わしている。本IÜω 西条j也域では Fig_ 49 にみられるよ

う Jζ ， ものはよく適合し允が，新rg~ 三，%WI{j地区のものはその_L1WJに沿ってばらつな P 新'f!Ks

三三島 (1沼地 !X はノ九 J.gu忠良互に ltベて生産主力がやや劣っているものと判訴されるつヒノキについては Fíg.50 に

みられるように含両地域ともそれぞれのスコア表によく適合し，地区!mの途いも判然、:としない。したがっ

て，ヒノヰの地区間口)ljj夜ブJ較廷はほとんどないものと;替えられる。

.:;;uーのように，スギ lど対するよ þj丸;地区の主主産 /J のi立Fいは J二綾子~:!.ごとの\]ij心地位指数、のi仁絞におい

ても，また地位指数スコア表の適滑による;汗備によっても，全く|司様の傾向がみられ，地域防では領的る

箆) i!地域〉本 111 ・西条地域，上1自民間ゼ (j:.;jじ川泌 !X:>松葉 )[!J白[X>久ネしj也区および大設地区〉新宮地区立ご

なっていることが秘められた。ヒノキについてはjが~， Jt島区間のU~}主力絞差はやj然としなか

• b 
-.)l......C 



四街地文j・0コ +H也十a壌の生後ゴJ l乙関する研究〈井上・岩 )I! ・合間〉

ゴー .t~ ~~W 

Type of soil 

BB 

�゚ 

Bo(cl) 

D゚ 

BE 

Table 13唱 40 i�c 50 勾ーの、ド)I"J*封ï\i;î

Mean of height at 40 ancl 50 y邑ars

13 14 

17 1;; 18 

-, 8 i び，、 19 

21 19 23 

.23 24 2~') 

V111, 3. 3. 林太の成長過程と地位指数

15 

l ヲ

20 

21 
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体十二の J或 I<t OJJtiでもふれたよっ iこ， -(ii山11域のスヰユ了。I) tUH立f民数日江主~1~はそれぞれその ![;iたに特徴がありき!苅

おり7惨状から1i1ûJ出岐におけるスギのf炎上毛並'I;t主主:が1認すると，公品。筏)I! 地\J識は初jijル丸、L之製品;， /lqJl' E百;染

地域では r:þ ;~j!j記長!t!答./わしているといえる。したがって， 40 汗，の樹1%をもって表わしたよrlH川百数が悶じで

あっても， ζ れそ 50 ると .~:，i.jとじるここになるく!たと iUま， ~ü jÍfM ~筏U:llili~主の it J!l , 

松島'i)I! 両地区と，イ~LLI ・[匂条地域の火設j:\lJ， r.. ぎの各じ;嬢?\'!.O) 、ド均地位指数は， '1': 

L潟兵{似r以;立HしJ て Lい..，、 4る:カが'，~ ~ とれそ 50 +t三のl対話:;で 2交わ u汁~~'? r-j"-1 J品jJ必誌やJ を子r:す大法J~V， i認が WJ らか lこ大きい-fi直な Xj<ct

よ Mこな <j ()したがって? じHy:: j~j を;0'滋し fニ干の!t，Ei二十uま， )U'九地区の)/1)')キさ勺ているといえよう。

このように， }J文民iめ総の i戸;なる tjQf，主 O)ILJ!i~/1 じっ比絞 lこは， q i. !U也位指数だけではなく， f!史災地おi安二号滋 iと

入れた検討が'.L'.~で、あるとJi;えられる。

1x まとめ

本研究は， pqH~ Jll1，ノらにおけ忍自然環壌糸{干の解析士総fTlとより， j\.:炎{なな 2 ・つの地域安滋rt二し，名指i域

ごとに.::1:..後の生成泌がJ む:解 liJj と，よ主体的な生im性を iYj らかに'する防灼で実泌i したものである。

lX. 1. ~，周遊地の概婆

泌 ftt白域 f土地地主[，気イ九市立'ト" j二議等をJi;).れ L/ .て， IJ1llkl外諜南部の rll~t焼却:続続地品HこよょÎ!11 i'J ・ '{if

)11地域 (IJl:l悶総 1 L!J:Ùl)を2 外.nç.!!:::Wiの ~tiG f1ri¥! _I.""i'-';{:' J社J.::W(ζ 不 IJ: .川主主地域(間関中央IJI1也)ぞえらんだりさ

らに，地域内を iitj絞 !?:i，事!!f!!.， : 1 壌の?、宇佐および冷昨î1t~i!iなぺ12の J'fítl ì受忍士容としてp っき1こ jJミす 3 地区にぼ

う〉した(各地域のI議場条VHj: T、乱ble 2, 4 ~参照)" 

1) 立{情愛子UillìM&: ;jヒ J11 tÛ11混， 1う~~~j i!:Þ2[，人久礼地ば

2) 本IJr • í0i条地域:火設J\lJ， I::< ， .~針波地区，三烏地区

I. iiêのをト:l!1l1Z.どとに給結綿l\Hitlを滋むし， Jニ壊の特性およびスギ， ヒノヰの成長について秘資検討そ行

なった♂

lX. 2. ご仁滋の分布と形態的特徴

よ.ffI防司令詑ノì1Jrむ i去に分布する卜j本;ふそのほとんどが褐色縦t，tJ二ぜあるが， 1~' .:i擦の分析，や断筒形態は，

i仏海部 iと属する;!!::} 11 ，あ}〆~tJ!I IiJü j:t!!.院と海岸 tji)，;と{i'r.f，はする久宇L地区で lま，それぞれ特徴がみられた。すなわ

ら内除i'.1)の 2 地区で l立科 iflitill.l院にもとづく水分隊壌を反映 Lノ fニニし議~~の分布がみられたが，海ri~ l~jの久
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土L地区マ;立金総がJiζ乾it~tjニ壊の分布がJぷく，水分環境がかなり良好とみられる谷沿いの斜面においても，

愛染状構造のきわめてよく発達した土壌が分布している。さらに，この地ht~O)二に域分布の特徴とレむ Bc

Z盟こと;壌がIJI絞斜lEl fこかなり fj 滋灼;ζ!ぶく出現ずる ζ とがとり上げられる。この!点凶については，今後さら

に検討をしなければならないがp その~tおとして9 このj也域の L由形の特徴と，とれに起因する:試の影響に

よるものではないかと考えられる。

本111 令西条地域i立大部分が褐色森林 i二であるが，須1!I;t .と)IJ地域。ζ 比べて itl主総!寸 -~&~Ì昆伎と;壌が分布

し，またとの地域心 Bc j'\'!二L壌はjてに突出したHt立:Jl!utのところに出現し，その分布告~J合は比絞約小さい。

d~茂一千 i旦ílijや中絞tJlIj状緩斜閣には議色4 の分干'tîがみられる。さらに，との地域の土壌は主として結晶J"r J去

を母材とし，てし，るが，大箆地区》新宮地区では全般的 ~C火山灰被援の影響が;ぷめられ，とくに山頂古~)キコ i .j. 1

l変緩斜面の安定した二jニ主義ではその影響が火きいc

1X. 3, 土壌の諮'性質

阪. 3, L 土擦の涯学性

土壌の王室学性と i二議忍g 域様様式との謁係、i土、凶然としなかったが，地域li'íl の松迭は ilfj らかに認められ

たc すなわち，本山。四条地域のこと壌は~ jil~ 川;Li)1J!戒のいj 々立に比べて，:G磁組i況における凶体訟は小さ

し水分設が大きく，従穣震は小さい傾向があった。また，子しl賞主主も前者l立後二者 lと比べて大きし制組孔

隊の配分割合 lとも特徴がみられた。

lX. 3, 2. 滋水性

深さ 50cm までの各腐の透ノj< i去!変こ溺 Jzy:の演を合口i して滋ぶ指数とした。 r笠;j\jmt{(立 i二撲の耳r積様式

と関係があり〉残積えて、は例外なく /j\ さい1\8:そ示し， 1m行 L，泌総土へと順次大きい{誌をノれすものが多く

現われる{明、向がある。 しかし， rhjjfT~財務ニI~でも活水指数の小さい、r.壌もあり， lifJ1ì長 ;1:[ のこ二1哀が必ずしも

おi雲水伎であるとはいいがたいG

IX. 3, 3, 機械的組成と石篠

n現地域の i二位は iまとんどが駿t産土で， .._... t~l iζ主義ゴヒ系のものもみられた。 土壌中の:t:i機P:J.: ~，-;.t五三一 I~'J~善を@!_:

て， ~nl崎・筏川地域のこと壌は本IJI • T境条地域の:1:.壌よりも多く含有している。堆積様式からみると，残務

二士から!iJH1ミーj二にかけ℃増加する傾向がある。また9 須崎， {ii.) li 地J求の(機では，表j替の15機合設が4:1 ， ド

懸より多い断I古1 も多数みられ，この1m:域で lお友康において，土淡の微細粒子の移動がかなり行なわれてい

るととがうかカ';;fJ:!1:(こ。

I芯 3 ， 4‘後皮

各土壌のま受!習の pH(H20) ば，乾性→i逝ィ1習 L主--+1J~1滋の京lζil'tJC9 る。

地域による pH の違いは，本dl' 西条地域のよ:l1il i立須 llí奇傘結) I[地域{ご比べて全般的K低い悠を示し.と

くに古Îjjl'iの大主主， 三三島jiüjJ1iJ [Xでは) ')1総i潟磁 J関:/i刊悦\~J日刊jれ汁f巨い性引i主:へ-~弱混f約1 の u漆j裳与

ま 7たこ多 pH の叡聞における認 IÙ分布は予表J潔が{えく FJト?れこなかーって高くなるもの (11~L)， '.&!脅から 11" )溺

へと(尽くなり， ド麿へふたたびiLV くなるもの OPID，表騒が自J く下腿へ ITi次{ぽくなるもの (m笠)の 3 つ

の分布型が認められた o :..;封筒。淀川地域で iふ彰~tLL壌には I 訟の分布恕を示すものが多く ， J遊間性〈弱

おiHt 土壌では lli却を示すものが多い傾向がみられたが9 本IWφFLif災地域の大1ft，ニ己島f;ljïl忠 :Xて、は，ほとん

どのえ壌が I 型の分布裂を7J~ し p 宜主'1， m~型を刀、すものはさむめてまれであっ十。

も pH の場合と i訂正問機の傾向がみられた。
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lX. 3. ;)‘ C"'N 'F 

i'E Wう :υ) C N 卒~ ，~.:t 1 1::をぷ主 ß(!JO) 一Lt交 í~; ノにさく，性りにつt.? ;1，ρ~) Y(減少するむj liUがみられ1..が， t~注域開 lζ

おける C N ネ〈江氏~v\(， 立京Ij然、).しはノ()"コ/ごく

lX. 3. G‘ ぽ f魚川不[沃 :i:!1r 1, i3 にび/;1火;迩

jよ?マ:1 のメミがよびgT I二 (J ， ~)jÿ，J立には吃えノ!.捌か:)j!nl � jHlJ iこか:寸で明-;]U '~r- る 1弘応]があった !J~， .j11N 

iとおいて lも J いざいÍ1úぞ /J'\ すものもおり， j2!川匂住似側i! のムI:):íメ是~_í~カ5計f必cJ"込!しノも N山川ち

し 、 カが1 た !しF 、~η tが仏i七;11' ↑H酢尚H~以え糸ミり↓却加T対却I口以火〈 安設?し〉 子 jドR耐l止山何t品ld .i祁山Lバ12メ>\プ勺てで:ご、 し箆3針主泌宅宇怜1 ハ 幻]刀)1，川J↑ M止土司j表 7戸占 も 2涙\殺 i仁-0"の)-m;l'勺!コ宇公民:イ

~) m.e ドョ 1. 5 me ]こいうよう仁\滋誌に;さしいが少なくな J小

以と古 tの i七;む主.. n~ノ日 j[!J，滅。) .::t二J為 !J/!~ .説会主 1血Jぷ比て小主かっ大 υ

炎バii火tて変ば絞j変(.:己;1 をな [~~H~そし 9 全にめい波紋をぷじたjdL 三 g;， lilt ltlJ, I及とは，大

九分が 20浴 f であ勺 J許可 U

IX. 3‘ 7. Jjl~U志負':t! ~E:~ 

1)表ω十芯イ'~ J立と予潟係会ji乞 J した結栄， ，λ ヲ i'.(':)Jl.tu釦こ ;f:î(i'< てもき 4 、め工科い心中11

Bつが l認めらぺ

lX. 3. 8亀玖

ん概数又{今、;日:は宮本 I1 ・ïJtí糸地域の l:.後が・日)1I Jil!U止にで全般lηIアたさ γ ノj三すも心カコ

った。 I(i日『の火山力ブス合とり /υ!被吸収係数との関係は，火IJi ，1/ ラス?な訟の多いも(/)ほどりん乱立政

もペキぐし ì 'fì~L~I r(-i.] められ f ← J ド IJi 噂 1事託、 lt1)，以ジぷじ りんえ[しく1J(\}X~ のノにきい乞(/)が多いこと

土:そロく d人.iJI !X!ヨ司、i るもの;ぞら~~-) 

lX. :,L 9. 鋭、初キtlii，文

1 ，欠制IJ:t'íJの ~n:t{;jIJがよから，古陪 êE) 1 I Jl! Jt~ 0; 二 l')ilでは{ô;_y.;' ﾟ :el ぷ、fすがた:をい対iJ氏ヰ:~<t. ;r~ し， との丸

十淡河村はこ1， 1 らそ tiネとしている f とをノJ\ :，ノ〈いゐしかし:まムんとの駅前;とおいーご， id、~r:J ~どはよ

少ないものが主いがに，11 ノ旬、ラス υ_).{j吋がばめられ， この消滅公ょにわた_')て火 1111人絞殺の影予を行}十て

いることが川らかd 千戸れ7f:

不拠出条MIUi& c/) l:)j4UJ:, ~目的 !Jむ以;のもの ii~H/くでかなり [\JJい火山ガラス (0\1っ〉?なノトし t 30S?� 

LJ ト子:\"t_\'ものも少なく i':i. �" 'j 仁、ま 7たご，た f戸{

沼ト片 η}す正以以/、夕外fiζ;火;えく LはI1じヅ/バ'(!旬えザj ト付8' (iの泌氾Jユ;ノ_i\..，_;小 Jカ〉入よむ:\.多し 1 ことノらかiとな ハ

2 次鉱物 iごっし、ては熱分により手石二'rrなったもはL 。)工土りにではギプサ J ト，

力口火ノ，- C イサ白イト号、 1.: ワイサイト L" 本 J[ • 11日条士山戒心 IAえてーはギフサイト， かノ川 -1)

イトまたはハワイガイトヵパ完全会己し? アロブェンのもほ (';1Jl;m H'j ，;こ f認められた<)また，・条 ;1包

曻) 似の!被についこ X総折長 11 なっ土料洪 14Kx 紋f胤イラ-1 !'，クロライトおよびこ

、'.<

l.~) 

IX, 4, 林木の成長

IX. 4. L JI2{Ú:jお紋

うかがすJ才し士、

村;t[)~における 1本木の成長時 C:Lt毛の生~i'UJ) は〉ん旬、í; 40 封。主将:!í をちコ:了/そわし?そのま l')地fケ

Hり交としたっ 40 1土，それぞれの地域でJl!l位?と似た I! 紋を↑T 成し、そ ;rLtc よコて治)J...;. しょ。

1:¥.< 4. 2 と心{;;:m おく
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スギ、の成長は:U案可?と筏擦な関係があり，水分環境の良好な土壌ほど成長はよい。また，土壌の土問討議、

玉えによっても支配され， J'JJ1H~性のものほどスザの成長は良好であ勺た。とくに BD， BE 恕 i 品主義では，域積

械式のj主いによる成災差l立大きかったり

ヒノキの成長と土壌裂との関係は，スギ、の場合とほぼ類似した傾向がみられたが，その主主いはスギ、ほど

lifJ 1)主うではなかった ο

lX. 4. 3. A!'ぱの}李主と地位指数

AI弱の厚さとスギ\ヒノキの成長との関係は.....~般にはA!i療の厚いものほど成長の良好なものが多い傾

向が認められたが，ヒノキの滋合はややり]りょうさを欠いている。

lX. 4. 4. J二主義の法民主主と:L1t!.{lL指数

j霊水指数とスギ，ヒノキの成長との漠!係 lふきわめて儲糞がたさく不明りょうであったが，浅水指数の

たきい土壊では A般にぬ地位を示す悦ihj はうかがわれた。

家騒jニの化学ttとスギの成長との関係は， I~:}J地位をイ、す j二壌では目安住は弱く，置換'i1:l二#r[基 lこ窓み，石氏

飽和皮もおい。一方，低地位の上壊で l幻全般性で，取慈lζ乏しし石j火飽五日~も低い。しかいこの傾向

は本山・ i均条地域のX2j ，三}Î-;)"(di]地阪ではきわめて不明りょうであった。 また，表!詩 i二のイ七うP滋悼とヒノキ

の成長との侠i述は，スギ、の滋合よりもさらに切りょうさを欠いていた。

IX. 4. 5. 地域および地区間の生1ft'ブJ 校名:

冬地域およびj也 Ixにおけると線引ごとのド均地位指数の比較や，地位指数秘資スコアi振の適用等によっ

て，各地上ふ地区 Iff! の生産力の添いについーて検討を行なったハそのがi栄，スギ、ω場合{立地域11\1では本IU ・

k'tj条地域く須崎・ n)I! J:illh丸地区1mでは久礼地区ぐ松葉)!I地区ぐ北)11 t出ほおよび三島地iメ出新宮地[又く大

波地区の般に必:カが大きい隊 Ifりが認められた。ヒノキについては，地域，地 l玄関の ItilfUJ絞廷は判然と

しなかった。
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Stlldies 011 the Prm:luctivity oﾏ the }!'Ol'畢st SoH 

in Shikoku Province 

KHch叝o lNoIJE (1), Osaji lWAGAwA(2J, Keiko YOSHIDA(3) 

Sumrηary 

This study was done to estimate forest soil productiv�y 101" Sugi aηd H�ok� on Shikoku 

Island, Japan. Two surv巴Y 乱r巴乱s were selected based on the dlfference of n旦tural envìτonmental 

conditions such 呂s geology, topography, c\imate , vegetatÍoI1, and 日"il.

1. General descrlptlol1 of the 8 1.11:V ♀y area. 

Sus日 kì-l王川)okawa area is in sedimelltary rocks � the Mesozoic sO 乱ta zon巴且nd Motoyamaゐ

Saijo area is ill the zone of crystallized schist in the Palaeozoﾍc str且ta. 1、he two areas 乱re

div冝ed ﾍn to thr己記 d�tricts .resnect�elv. The envJxonmental conditloIlS � each su.rvev a.rea 

and disir兤ts ar巴 shown in Tablε 1. Survey plots were also chosen for soil survey and 巴81:ト

matioIl of t.ree grow 工h ‘

2. 50il distributiol1 and its !l1orphological character. 

In general, soils in Susak十Kuboka'iia area belong to brown forest so�1. Howeve.r, in this 

arca, clifferences in soil charac1:eris1:ics are observed between the soi!s in the inland part 

Kítagaw乱， Matsubaka¥'V'a ilnd the coastal part Kllr巴 Soîls in t11日 inlancl part a.re much in託u­

cnc巴d by mOlsture, wher巴as coastal part soils ar巴 clrier 乱nd even soils in the valley have 

strongly developed nutty structure, which is th日 characteristics of Bc soi1 on upper slop巴 of

nlount日 1118.

Most or the soils in Motoyama^Saijô 品:rea. 乱re browIl forest soi!，乱lld moclerately and sl刕htly 

we1. types of the soil ratllEうr widely occupy this area than in the SusakîKubokawa area. Black 

soils are partly on the flat ridge and gentle 日lopes of the mountains 匤 Motoyama-Saijo area. 

VolcanﾎC ash is mixec1 in so匀 parel1t material of crystal1�zecl schist in Oht日oyo， Shing� dIstrict. 

3. Physical propertﾌes of so琇s. 

So�1s in ]Vloi;oyama.Saijo area have a less a.t1lount of solid phas日， less volume weìght, much 

I!l()]̂e m.oistuxe and higher porosity I:ha11 soils in the Susald-Kubokawa ar日a‘

Pore size distribntion is dif千七.rent betwァeel1 th己 soils in the two survey 乱rεa8. P恰切巴白rm正ea沼叫a計biオ刈i幻1似i抗ty

i初nc凶lC刈てd仇1e巴x is r陀巴laτ沈巴d 1:0 the mお10吋d巴 0ぱf d恥er郎)(おc渇矧s釘叫l此tíぬ011 a1口ld i路s híほgh巴佼r i仇n theぽ巳 fおωO叶l出10川、明W札1-../知g 0ぱ)r日ぽ附y.行吋?γオd色肘r : colluv吋i勾凶a札1>

creeping > resíc1u呂i

Soils in Susaki巴Kubokawa .have hígheτcontents ()f gra v巴1 than those in MotoyamaャSaijô ，

and 111any soil pτ。五les hav巴 much gravel in t11e upp巴r horizons. T、his fact ind�ates the 

m.ovement of 五ne partic1.es、
〆

4. Chemical properties of soi.ls. 

Soﾎ.ls in Motoyama-Sa�� area, even the I1loderately anc1 s1ightly wet soils, hav己 lowe.r pH 

(H20) valはe， especial1y in Ohtoyo，乱i[ishlma distr兤t. 

Th巴 following remarkable types of the vertical <listribution of pH valu巴 ìn soil pro五1es

are .recognizec1. 

1、ype 1. Lower in upper and h竑her � u口deτpart o! 乱 p.ro五1e.

Received Jll1y 30, 1973 

(1) i2) i3) Shikoku Branch Station 



i!Ll Fk! AIJ,}T C)休二仁三兵のこ是正ゴJ ~C ずる研究 01 上。務 111 0 古川 ) -105 

'fype 2. lligher i.n A hor坥on and lower in mid.dle and higher in lovver part ()f a prof�e. 

'1')l P記 :L Hlghεr in upper and 1 口W巴r in underpart nf a profilι 

111 Susak�.Kubokawa area, dry soib h乱ve type.1 feature a11d IIIはいrately and slîghtl)ア wet

S�ls a re type--<'i 即 111 Ohtoyo, Mish inは distríct i立 the .Motoyama-Saij� area, most of t11(; [ioils 

belong to type'l 

1す吋hc巳町 tれaはtiぬo of e 

di.strict i1口1 t恥ν'lotO}'é良ミma-S2呂J.i jô 礼rじ凶正ぷi 乱re sh臼WJれれ、1. in T、品 blい正巴是 8‘ The ratio of clry soil �.s lower, ancl 
that of wεt soil is higher. The clífferenc吃 0:[ t.he. rat� b己t\veen t.he t.¥VO a1'巴a solls lS not reｭ

cognized in dry soil but signiiicant1y recognizecl in wet soi1. 

注文changeabIe Ca content of u゚rface laycr i3 hnver ﾍn dry -soi1品目 d higher 10 wet soil 網 lt 

18 ]ess than 5 m、日 tn ，v日t 80il.s in Ohtoyo，了VLlshima d�trict. 'J、he ratio exchan氏自ablとじ迅品nd

exchangeable M反乱t A hoτ1%山n or Susaki~Kub()kawa so�s Ll iow巴 r than tﾌ1a t ()f soib in th仁白

Motoyama-Saij6 ar以上 S�l1ificant. rε1<土tion bctween degree 01' sil.turation Ca 乳ncl ac兤lit.y b t!ol 

T町、。五;nized in Ohtoyo, Mìshim日 distriι1. The clep:re日 of 日日 t1.1 τ日1.ion Ca i3 less than 25 p駻 cent 

in get陀:raL

Base exch乱ng巳じapacity 品目d carboll c()nt巴nt have a c]OS('、 re1.atiOIl. τ'he correlatio1J coeffI~ 

cient of these is 0，ヲ3 for Susaki-Kubok乱wa soiJs and 0.95 for Jv1otoyama ・ Saîj6 soU品。

Phosphorous absorp工ÎO訂以)efí1cient 18 highe1' when the so匀 co口tains rnuch volcanic glass , 

5. Prim乱1'y and seconclary nlﾍnerals in soil呂

Many of the f;o�s in .M.otoyama-S乱ijó 昌代a C01Jta�11 11101'巴 than 30 per ce11t volく anic f_;.lasst 

and black soils of the area have moγ尽 than fj0 per cent. Gibbsite hydrated hal10ysit巴 01' haJloyｭ

site are t11ぞう 昌econdary mín，ぅ raJs of Susaki.Kubokawa éiOUS, and hyclratcd hal10ysite or haHoysi版
社nd allophanes are of soils i11 Mo1:oyama.S以前丘町a. l\ 仁、 ording 1:0 X..ray analysisj varm.icnllte 

and ilJite chlor咜e are in .Mo1:oyam註匂s乱ijô soils. 

6. .R巴lation b巴tween soil conditions and tree growth , 

A close 任、1乱tìon betwceτ1 soil types and site inclex for Sugi 﨎 recognJzecl, anc1 growth of 

tre巴s lucreas日s [n order hom dry soil to wet 80i1. 'J、he gro¥vth ()f Sugi is much iniluenced by 

mode ()f depositiol1 of soils , espec�lly on 日ηsoiL '1、he rel品i:ion between soU condiUon 乱lld

Hiuoki growth has the s品me tenclency but is less clear th乱n th乱t of Sugi. 

'7. DHfer日nce oﾍ 1乱nd procluctîvit)人

Score table日 are applied to make clear the difference of land product咩ity for Sugi and 

Hinoki in the survey area and districtfιFor Sugì, land pfoduct咩ity �11 Susaki> Kubokawa arむa

is higher 1.ha11 in Motoyama-Saijô 託rea. '1、he hnd procluct.i v咜y Íncreas巴s in the follo 、?lìng

ordtぅr; .Kure く Matsubakawa <と Kitagawa in Sl1saki 伊Kubokawa 日T日注目ηd in Motoyarna-S乱íjô

area，品Hshim乱= Shíngú ぐ: Ohtoyo dislrict. ThεdiffEぅrence is not recognized tor H�oki. 
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説 1 S: 16 包 Sand ston , Sh : Jiぢ Shale ， Qs: 伝主主Fïri Quartz-schist. Grs :緑色丸一 S' Green.schist~ Gs : :石墨r\γ} G四phíte-schist ， M8 :雲母片1:" Micaゐschist ，

Va: 火山灰 Volcank ash. 

仁 1支らHニ Residual soi1, cr :台nir 土 Creepíng soll, C :崩際J二 Colluvia! 50!!. 

S: スギ Sugi CCryβf01"}'leria ja控onica) ， H: ヒノキ耳目loki (Chamaec.y�aris obt弘明)， A: アカマツ Akamatstl (Pinus dcnsiflm官〉

va: す ζ ぷる多 Very abundant, a :多 Abundant， f: 中 Fre司uent ， 0 :ノ)J Occasíonぉl.

C: 泌土 Clay， CL: 域主主土 C!昌y 1oam, L: 滋三二 Loam， SiL: 1主主b質壌土 Sílt loam, SL : 0皆様土 Sandy loam. 

L.gr: 続殺tk構造 Loose granular structure, gr ; tl:状構造 Granular structure, n :竪よ柱状機浩子l"utty structure, bk :塊:{X簿，]1 Blocky strucrure , 
cr: 別殺状t革法 Crumb struct山e， lU; カベ状 Massive.

材 1 :綴 Soil aggregates bound Joosely, 2 :紋 Soil aggregates bound densely and firmly , 3 :怒 Soil aggregates bound compactly. 

判.1 .乾 Dry， 2: jWj Moíst, 3; �lll Wet. 
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廿
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鴻
誌
簿
一
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判
前
回
目
∞
叩

Motoyama' Saij� 

BE Al 15ρ2 3.8 。.0 :36.7 53.0 28.0 81. 0 3ヲ.3 41. 7 40.1 673 
大Oh登t地区101 A2 25。む 5.9 0.0 44.2 62‘ 7 �.4 69噂 l 36..3 .32.3 70.0 .354 

B 24.1 3.8 O. � 48叫 4 6.3‘ 9 呂。 l 72.0 40.0 .32.0 67.1 545 
oyo 

BD Al 15.5 4.0 0.5 34.1 52.ι 27 ‘ 4 80.0 35.9 44. 1 3ヲ.5 22.3 
105 A2 1 守.8 喝 .6 0.5 3ヲ.0 56.1 21. 0 77. 1 42.6 34.5 51. 0 50 I! 

主
Bl 27 ‘ 8 1.5 0.6 49.9 67.4 2.7 70. 1 47.7 22.4 73.4 5己

Blo Al 1 可1. 5 ，'3， 3ミ 0.4 a7.5 62.2 22.6 84.8 41. 9 42.9 25. i 72 
1 J 1 A2 17. 1 三2. :5 只 0.2 46.7 69.6 10.6 80.2 41. .3 38.9 41. 0 271 11 

c 
B 19. 己 3‘。 0.0 52. 己 71. 7 5.8 77 ,, 5 45.6 31. 9 49..3 33 

BE Al 18.4 9.8 O. 1 34.6 56.0 15.7 71. 7 .33.5 38.2 52.7 1 ， 2ヲ0

116 Az 21. 0 ヲ，己 0.0 38.4 57.2 12..3 も9.5 34.7 34.8 60.0 502 車E

c 
As 21. 5 ヲ.0 0.0 36.7 60.4 ヲ. i 6ヲ 5 32.5 37.0 63.0 234 

BD Al 12. 1 5.0 O. 己 35.9 55.2 27.1 82.3 38.7 43.6 2守. 1 14ヲ

121 Az 22. ヲ 4.0 0.5 46.1 64.5 8.1 72.6 41. 5 31. 1 58.8 24 I! 
cr 

E玉 28. ヲ 4.3 0.0 4守.0 62.5 4.3 6呂.8 42. 1 24.7 81. 3 128 

Iヨc A 17. 1 2.0 。旬。 44. 1 58.0 22‘ 9 80.9 43.6 37.3 41. 4 422 
125 Bl 15.3 205 0.2 48.8 65.6 16‘ 4 82.0 43.2 38.8 40.5 153 ι， 

主
Bz l 邑. 1 {、d、05之 0.1 57.? 76.8 6.5 83.3 49.3 31.0 41. 4 7ヲ

B忍 A 16. ヲ 3 ‘ 1 1, 4 37. も 66.5 ¥2. 1 78.6 42.3 36.3 41. 3 113 
127 

主
A-B 17.5 2.3 0.8 43 ‘ 7 70.4 9.0 7ヲ‘ 4 38. 1 41.3 44. ヲ 197 11 

B 1 色 .0 3 ‘ 5 0 , 0 44.7 71. 3 7.2 78.5 38.8 39.7 47.8 114 

BB A 18.7 0.5 0.2 37.9 57.6 23.0 80‘ ι 42.4 38ぜ 2 45 ‘ l 19 
128 

主
A-B 23. J 1.0 0.3 4Cに l 62.8 12~ 8 75.6 37.5 38咽 1 60‘ 8 110 " 
B 23.2 1.0 0.3 .38.6 ら7 ‘ 9 8.3 75 ‘ 5 34.6 40, 9 6 1.ヲ 179 

Bc Al 14.2 3.5 。.2 ,15. 1 6L3 20ぜ 8 82. 1 44v 2 :37‘ヲ 34.0 89 
131 A2 18.0 2.8 2. 1 48‘ 8 70.0 7. 1 77.1 42.2 34‘ヲ 47.2 185 1; 

cr 
B 18.7 4‘。 0.0 50.0 71. 1 6.2 77.3 43~5 :33.8 50.5 461 
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番断言号言 土土佐穏壌様型式 層位 容 Volu積me com級pE38ition !J民 子pLorosit際Y COill組positio成n ミ手穣霊 透 オく 地 区

TsoYil PE of 縮 E祭 恨 !Iz 分 会E1vfa:a芥txeスzr jtz- 最小容気 会千L 総 W:fll孔際 組 7も隙 Volume P己rmeaω
ProL 量 weight bl!ity 
No. 五在ode of Horizon Fine so� Gravel Root Moisture 

Min. air 
Total F匤e Coarse District 

csnadtv 
cspaclty g!lOO cc ccfmin 

164 
Bs A ]ヲ. :3 4.3 0.6 30.3 58.6 17.2 75. 色 3ヲ.0 36.8 50.7 11¥ M三i忌sh地ìrr区13 T B1 24.8 4.0 0.3 31. 7 56.4 14. 己 70 ヲ 34.1 36曹 S 68. 1 113 

Bc A 22.6 4.4 0.2 リつム勺 .0つ 57. J 15.7 72.8 3ヲ.8 :13.0 5弘己 83 
170 k.B 25.7 2.6 。.0 29.1 13.4 13.4 71. 7 32.5 3ヲ.2 69. 1 52 。

cr 
B 27.0 l.O 。 1 28.4 13.8 13.8 も5.9 01. 5 34.4 77.5 48 

Bε A1 1 己 0 8.5 0.2 42.1 己0.8 14.5 75.3 37. ヲ 37.4 43.4 512 
171 A2 23唱。 6.6 0.2 4λ 旬。 67 7 7.5 70.2 39.2 3�. 0 64.9 88 λF 

c 
Aa 26.0 8.4 0.1 43 ‘ 7 57.2 も.3 6' c; 35.3 30.2 77.3 34 

BD A1 16. 1 ひ.9 iペJ 命ハ> 36. 守 60.5 17.5 78.0 37.6 40.0 40.7 151 
172 A2 18. フ 5官。 0.6 今Uハ .令 64.6 75~7 38.6 37. } 50.4 202 11 

cr 
As ム10〆 a フa 1.8 O. 1 43.3 64唱 2 0内. .ヴd 72.4 36砂 l 36.3 56~ 1 107 

BE A1 16‘] 9.0 0.0 37 62.6 12, 3 プ4.9 36.8 38. 1 42.7 207 
173 A2 巴会i ，')ヘー . ιv ハ< も‘ 3 よ、 .3、 40.8 67 且 3 9.8 77. 1 36.7 40.4 40苛 3 467 !! 

cr 
A3 17.3 10.0 0.6 38.4 63. 1 9.0 72y 1 34. 邑 37.5 49.7 215 

BD A1(〔上)> 20.0 。‘ 5 0.1 45. 1 もも.7 12‘ 7 79.4 41. 4 38.0 52. 1 345 
175 A1Cf 23.0 1.3 0.5 48.7 65 , 3 9.9 75.2 4 1.ヲ 33.3 61. 2 60 17 

1同

A2 260 2 1.3 (). 1 53.1 66.4 6 n 72.4 43.0 2ヲ‘ 4 6ヲ.6 27 

BE Al 18.2 2 ‘ 8 O. � 41. 1 63.4 15.5 78.9 38. 1 40.8 46.8 3i2 
176 Az 25. 守 4.4 0.0 48.1 63‘ 3 �.4 69.7 41 ‘弓 28.3 72 ‘ 8 84 H 

cr 
E玉1 2弘 2 2唱 8 0.0 51. 4 62‘ 3 5. 7 68.0 44. 1 23.9 呂2. ヲ 208 

BD(d) Al 15.9 9.0 0.3 32. 1 56.8 18 曹 O 74.8 32.9 41. 9 42.8 79 
178 Az 19.6 7.0 0.4 36.9 62.6 10.4 73.0 34.3 38. 7 54.4 422 11 

cr 
A-B 23.9 ヲ.5 0.2 38.2 58.2 も.2 66.4 35.6 30.8 j 1. 0 140 

BトBD(d) A1 18.3 1.3 仏 3 41. 6 62 ‘ 8 17.3 80ぜ 1 40‘ 9 39.2 47.0 58 
17ヲ A2 25.0 1. 1 O~ 2 49. 66.8 6. ヲ 73v 7 44.0 29.7 66.3 86 !f 

Cf 
A.B :31, 8 3.4 。.0 5 つr ・れυ 5ヲ.8 5.0 64.8 46‘ 1 18.7 91. 2 185 
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Table :3 ，手&. ..l二主義 0) 機械的高L1 J求

Mechan�al cornposition of each 叩il

Bl 古， 7 213.6 “ rメ、 L戸)守〆L1J.4、 LC  
Ih (; 1 弓. (, 33 目 o LC  
f主 1 。/ 15. 1 39.? l 38. LC  
AB  11 、 3 dハCi《J.;J 47 , 0 SiCL 
B1 む、 o .:.!.守 '12.4 3.3. ? LC  
Bl 乙自 24.fl ;:1すし). <う、 p J ウ:;9 唯 T一ι LC  
EI1 ~3 ， () つ4. ~j:j. 9 33.7 LC 
B( 2 , 3 r ムヱ 48. 旬 :i~仁 7 おiC

132 2 'i4.J 43. '3 7‘ LC  
Bl 19. ,j 24.2 23. LC  

B1 [4. 、つにjL e -~ 1. J 3"" LC  
B2 6. !i 2山、3 3~'仁 7 34.6 LC  
1¥3 13切己 23.6 2fl.5 1、)4. S ム LC  
日 1 q省 8 、l? 5 36.0 36‘? LC  
Bl 10. �' Jペ乙Uハ e バ ,30. 38.5 LC  
Aa 15.5 31 ‘ヲ 33事 5 19.1 CL  
Ih 4.7 5も 7 38.3 20.3 CL  

Az 2停 8 26. 40.7 30 , 1 LC  
Bl fj , 4 30 , 2 ~JO‘ 4 3 1, 0 LC  

A-B 3 , J 2ヲ， 0 日0.2 3?6 LC  
1¥2 白 26. ~' 40.1 24.3 C L  
1¥2 9 , 1 28 , ち1. 6 lO, 8 SiL 
I¥z 8.8 26 , 8 30.4 34 , 0 LC  

A ﾟ 4.4 29 , '5 59 , 1 7, 0 SiL 
A B 7.2 39.6 句A 、rJ L戸J ; I SiL 

l゚ 5.8 19.0 33 , 7 41.5 LC  

A2 1. 4 23 , 8 33 , 4 41. 4 L C 
Bl 17 作 o ; :':;6.8 26、ノ 2ヲ.S LC  
B2 む‘ o 2~1. 8 28. ペ 3.0 LC 

本 [ü • [flj 条 ttl! 域 Motoy叩na ・ Saíjô

A2 11. 6 33 , 5 つ9.3 25. ¥ LC  
/¥2 11.4 30.6 29.2 28.e LC  
Az も.も Tl ‘ l 42 , 6 CL  
A2 1.5. () 22.9 ~J2， .3 29.8 LC  
A2 8.1 18.2 ;, 33.J LC  
B ェ 9‘ 8 22 , 4 ~; l. 4 26.4 LC  

A...B ふ 9 29.2 J二 3 ‘ l 21. 8 CL  
A..B 6 ‘ 6 20 3l. 5 41. il LC  
/¥2 7.8 i ヲ. :';9. 、 :3.3.8 LC  

1¥.2 22.7 2l ‘ 8 28.6 2�.9 LC  
1¥.2 4. 1 /:0 , 8 39 , 5 J、 :ひ〉λ.0 LC  
Az 16. .2 /:7 , 3 33 , 1 23.4 CL  
/¥.2 7 26.0 39.0 27.8 LC  
Az 14.4 コ5.8 34.1 25. 7 LC  
lう 1 9.4 28. 斗 勺、‘ぺ/ :?~S. 0 C1. 
1ヨ 1 6.4 "1澈 ,;t 37.9 20.3 LC  
Al 1"1. J 26 , 6 35.4 2-3.7 C1. 
A2 」ふご1. 1.て4よ ωフバ'_'. フ 40.0 27.9 LC  

(A) B 10.1 19.!.J ム 34 , 9 6 LC  
Bl らプミ 20. :5 37 , 1 30. J LC  
}ヲ) 1 B 包 b 25 , 35 , 30.8 LC  

ホ可tTlt様式 r:;渓tA土 Residual soiL cr: 知行と Creeping 50i1. c: J0Hì't.+, Colluvial 50i1. 
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Susakí.瓦ubokaw乱

l 
Bl} 5 , 28 5.92 0.5 26.33 16.04 2.47 60. 宇 匂i. 令Jぜ 0.50 15 1226 松Mg葉aawtjsa i iu地ba区E 

c Bl 4 , 32 5.43 7JI !3. 50 3.61 1. 36 2邑， 7 1.9 0.20 10 1253 

Bc A 3砂 86 4.67 32.0 31. 27 3.46 1.己3 11. 1 12‘ l 0.62 20 1430 
2 Bl 4.01 4.73 29ーも 16.28 0.87 0.2] 5.3 2 ‘ 9 0.22 13 1277 11 

cr 
B2 4.05 4.93 26.2 12.44 0.84 0.03 6.8 1.2 。圃 09 13 A、一i・む「こ5

Bc 
H...A 3. ヲ5 4.5ヲ 0.9 28.83 18.44 3.23 64.0 11. 4 1363 

3 Bl 4.04 4.89 24.2 18.44 2曹 14 0.87 1 L 6 4.4 。038 12 130ヲ f/ 

cr 
B2 3.98 4.78 27.8 15.50 0.7ヲ O. 13 5. ] 1, 8 0.16 1165 

BD A1 4.74 5.47 1.8 34 ‘ 16 14.47 2.32 42.4 1 L 1 。司 59 l ヲ l�44 
、〉 A2 4.1 ヲ 5.04 14.6 2l. 55 2.2ヲ 0.81 10.6 6.9 0.28 1729 11 

c 
A B 4.20 4.87 17. 5 17.39 O~ 51 。噌 14 2. 守 /.1 7 0.52 17 1729 

Bc A 4.01 4.58 24.0 35.33 4.61 L 48 1;'¥ 0 13. 1 0.55 24 15/3 
6 Bl 4.05 4.62 24.2 16.39 。‘ 67 r、-ノ、~ 1 1 4.1 ー 4 ‘ 5 0.26 17 16ヲヲ I! 

工
I'h 4. 12 4 岨 80 22‘ 9 10.13ヲ O.ι7 O~ 01 6.2 2 0.08 14 1119 

BB A 3.31 1.00 102.5 35.50 1. 88 0.92 5.3 12.0 0.52 23 1558 
7 Bl 3. ヲ5 4.51 36.0 l 守.83 0.56 0.09 2噌呂 4.0 0.23 17 1810 If 

r B Z,C1 4.10 4.136 30.2 12.28 0.48 。嘗 Ol 3.9 1.0 。調。7 14 1045 

BD Al 4.25 5.06 9.1 20. 78 4.08 1.47 ;9, 6 8. 7 0.58 15 l(主86

8 As 4.20 4, 93 15.4 20. 16 0.84 。掴 15 4.2 6.4 0.68 ヲ 1785 11 
cr 

Bl 4.33 5.1 ヲ 10.0 9.78 0.56 0.03 5.7 1.8 0.52 4 1348 

Al 4.78 5.51 0.6 28.8ヲ 11. 87 Uつ. つιご ゥど 4 1, 1 10.2 o "" lヲ 1461 

ヲ
BD(d) 1¥2 4.26 5028 10.5 20.33 3唱 95 唱L 20 八 19.4 6. 1 0.37 16 1486 

!/ 
cr 忍 1 1.03 5.05 22.5 13.50 o. ヲ4 0.51 ヲ‘む 2.3 0.10 23 1177 

B2 4.00 5.08 26.8 12. :3ヲ 。唱 74 0.29 も.む 1.0 0.06 17 1065 

l:::lB A 3.58 4.3¥ 64.1 37.66 3.05 0.40 8.1 14.3 0.55 26 1656 
10 Bl 4.17 4.83 18~ 7 16.61 0.85 。倦 04 5. ] 5.0 0.24 21 l ヲ6守 l? 

主
Bz 4.22 4.87 16.5 13.28 0.67 。偶 01 5.0 1.3 。.10 13 1590 
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S土常TOyI務lp壌e様裂o式f 
!翼位

pH 置換E支度 容量 E霞xc換h旦性nge議abl基t 
石度灰宣言和

金炭素 全窒素 炭素率 gリ'II ~Kンi系駿寺t 地 主主

Exchangc EcXaロcphLaactnitagy e 

base m. e. 

saotf 11CEOA 丘at1011 
Total '1‘otal 

C-N 
Prof. 

dE4eopd(3e3ito巴f 
Horizon 昌cídîty

carbon nitr5o6 gen ratio aCIOEI31t8df0ETclPCi1EE0 1立0gt E District 
No. I王CI H20 

Yl 
Ca Mg  ヲる

Al 4. 73 5~ 6ヲ O. ヲ 20.γ8 ヲ.05 2.12 43.6 5‘ 5 O. <12 13 12ヲ8

22 
BD A2 4.42 5.63 3.9 17.00 5 ‘ 59 L 31 32. 守 3‘ 6 0.35 10 1301 久K礼u地re区C Aa 4.25 5.56 7.5 13.83 2.91 0.77 21. 0 2‘ 2 。唱 23 9 12¥5 

3 4. 13 5.61 13.6 10.89 1. 62 0.87 14.9 。‘ 6 。‘ 10 6 779 

おむ Al 3.76 4.56 26.3 21. 83 。ぜ 43 6.9 7, 4 0.32 23 1295 
23 

r 
A-B 4.01 1.90 16.7 12.28 。ーヲ2 0.08 同i. こ5 2.6 O. 14 18 1243 If 

31 4.10 5 砂 12 5.9 8.28 0.91 0.15 11. 0 1.3 0.09 14 l�68 

7.3 
BD iL 4.58 5.6ヲ 0.8 29.44 13.68 L 54 46.1 。‘ 49 15 1277 

kゴじljilit包(2:.)4 A2 4.00 5.16 20.5 20.0.5 1. 40 0.51 7.0 4.9 G昼 3? 1 、'、ミJ 1308 c 
B1 4 ‘ 02 5.10 20.5 16.78 0.52 。.45 3.1 -1.2 0.31 �4 1431 

taga、va

]3.72 A 4.51 0戸 ι53 し 2 14.10 2 ‘ 70 1.8 11. 5 0.60 19 1384 

、5 Bc A.B 4.03 5.26 1. 8, 4 i ヲ .83 L 99 0.36 10.0 5.3 0.33 16 1348 
31 4.02 5.00 23.� 14.50 :J.60 0.12 4.1 2.3 0.18 13 1195 " cr 
32 4.0ヲ 5.29 22.4 l ム 94 0.50 0.01 4.2 しむ O. II 。ノ 1082 

A 5.15 6.00 o ~ 3ヲ 44 13.55 ~-)4 ‘ 4 11. 8 0.58 つ。 1288 

26 
BD(d) kB  4.40 5 ‘ 65 +ム."::ハ 12.41 2 , 49 目伊 9 0.39 15 1218 

" cr B1 3‘ ?5 S.19 30.0 1?33 03 0.48 己 .9 2.6 0.24 1] 1120 
B2 ι03 5.3ハ5 20ψ ら 94 0.76 1. υ ト O. ¥3 11 872 

1.97 17 A1 4ム勺29 己‘ 52 3.2 〆つ，只v ‘ 5二v日 8.83 34.6 7 ‘ b 0.45 1372 

ぷ 7 BD(d) A2 4~02 5.25 14.9 22.33 3.49 パし. 円ど斗A 15.7 6.0 0.41 15 1280 
c B1 4.12 5 , 50 13.1 14 , 60 1. 26 0.32 8.6 3.0 0.23 1402 

ノ'1

BQ 1.11 5‘ 50 14.5 12.80 0.99 0.05 7.7 2.0 O. 17 12 1360 

BD Al 4.13 5.73 1.9 21 , 05 7.06 1. 10 33‘ 5 も‘ 9 0.43 16 み 321
28 

C AQ 4.26 。 .38 6.5 16.40 2. 73 (), 13 ]ム 6 5 , 2 0.37 14 1240 λF 

31 4 ぬ 28 5 守 50 υ8 ， 0 、 ]!). 40 ]， 0己 0.04 7.4 3.7 0.29 13 1400 

BD Al 4ぜ 54 5.6ヲ 0.7 :30.00 13‘ 60 2.1 己 4 に<....'， V 
つ 9.1 0.58 16 1264 

29 
C A2 4 冒 01 5.16 14.7 20.4己 1. 16 O, 21 5.7 5~9 0.46 13 1275 tI 

B 4. 16 5.2ゥUペ 14.5 10.92 。岬 36 0.22 ,3,:) 1.0 0.13 7 ヲ30

A 4.13 5.43 ヘ日 Uつ心フ .1ムム~ 8.56 1.ヲ 2ふ 7 10.7 0.50 21 1456 

30 3D(て1) A-B 4. つ8 ロ鋼、ハjUハ 7.7 1 向/.4‘ 7 1. 0ヲ 0.16 6.2 5. 己 0.29 19 1657 
11 

仁主 A-B 4@27 D戸 .0ハQ〆 マJ ‘ LハJ 16.60 0.63 0.02 3. 己 5.2 0.27 19 1686 
B 4.10 5.42 つ 五つハ、J ‘ 円 12 , 27 1.0 0.08 12 960 

(.つづき〉'1、丘.ble 4. Appを強晶i宜
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pH 

Table 4. 

位
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0.48 
0.37 
0.29 
0.24 

6.7 
民唱

υ. 

3, 4 
2.8 

3.2 
1.7 
2.4 
2. も

0.78 
0.34 
0.34 
0.28 

島'l.g

0.78 
0.30 
O. 10 
0.04 

Ca 
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。‘ 60
0‘ 41 
0.33 

8 ‘ 0 
4 ~í 

3ぜ 7

1. 21 
0.43 
0.29 

12.1 
4ョ 1

1.7 

5ヲ.5

2ヲ.2
11. 8 

38.4 
11. 4 
7.8 
毛.6

1.6 
'.) .<1 
白0・ ι

3~ 1 

3. l 
2.0 
1.9 

3.80 
1. 02 
0 ‘ 66 

0.7] 
0.27 
0.15 

1. 48 
0.68 
0.41 

17.87 
5.20 
1. 89 

3.08 
0.51 
0.34 
0.32 

47.2 
23.3 
22.2 

30.05 
17.81 
15.96 

28.34 
ょ 7.6己

15.42 

73.8 
49.2 
3弓.6

L0 ‘ 30 
16.05 
7.80 

13官己 i

26 冒 19
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